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前稲、『日本労農光の成立』ｓ社会労働研究』鏑十川勝）では、この先の成立史をさぐることによってⅡ本の小川派
社会民主主義の特質を明らかにしようとしたのであった。木稲はその後をうけて「満洲琳変」以降、多くの社会民
主主縫者が急速に叩部・ファシズムに恢近し、ついには同化していく過腿を明らかにせんとしたものであお・
従来、日本市川主義あるいはファシズムの研究は和だの観点からなされてきた。したがって日本ファシズムの嚇
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１、対文川兵反対ｗ幽瓠
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造的特質、思想、行動などについてはかなり研究は深められたといってよい。しかし、この場合軍部ｐファシズム
の形成過樫の巾で、社会民主主義者の果した役割、ないしは、その闘いと敗北の歴史についての具体的研究はきわ
めて少なかった。それには、いくつかの理由があるように思われる。一方では、そのすべてを社会民主主義の「裏
切り」あるいは「社会ファシズム」としてとらえ、一定の歴史的役割をみとめないで、それを歴史の刷茄になげす
ててしまう考え方がある。他力では、現在のリーダーが、多くは戦前からのリーダーであるため、その恥部にはふ
れたくないという政治的考慮がある。このような観点とあいまって、戦争と占緬によってもたらされた資料上の制
約が加わり、十分な研究がなされなかったといえよう。
しかし、天皇制の臓造あるいは日本ファシズムの特衙を明らかにするうえでもう社会民主主義の諸潮流およびそ
の果した役判について、リーダーおよび党、労膿剛体の組織にわたって究明しなければならない。またヨー画ッ。ハ
のイギリス、フランスなどでは、共産主義者、社会民主主義者、自由主義者の反ファッショ統一戦線が成立した。
日本では、ついに反ファッショ人民戦線の成立をみることはなかった。このことが、軍部・ファシズムの成立を容
易にし、敗戦後の出発点において、民主勢力の前進を困難にした理由ともなったのである。この場合天皇制の過酷
な弾圧と分裂の政紫がその根本にあることは勿論であるが、より主体的に社会民主主義者の、思想および組織の弱
点についての究明がなされなければなるまい。このマイナスの歴史の巾からも、今後の民主主義、社会主義の前進
にとってのプラスの教訓をひきだす道がひらかれるであろう。
本稿は主として、合法無産政党の「満洲事変」に対する対応を扱った。右派の社会民衆党については、その過程
はかなり知られているので概略にとどめ、全側労農大雑冗についてはかなり詳細に扱った。これは一つには、日本
丹野写守現孑雨宇7浬~;荷子 ｜－
する屈服の論理を跡ずけた。
ところで、日本の社会民主主義を研究するうえで、その開花の時期が、ほとんど同時に川本の武本主義が恐慌か
ら恐慌へとよろめき、戦争とファシズムにその荊路を凡川そうとする時期であったという、歴史的特質を忘れては
ならない。だから、「満洲甑変」以降の軍部・ファシズムへの屈服の歴史は、すでにその成立の中に根ざしていた
といってもよいのである。その社会民主主綻の弱さを鰯艶したⅡ木大衆党の「消光小件」あるいは、一部の社会比
主主義指導者の砿部への接近の事実は、「満洲事変」以降の急速な軍部・ファシズムへの屈服が、「突然のものでは
以上のように、木稲は全休として、社会民主主義の凧部・ファシズムへの接近と屈服の歴史過程を明らかにする
ことを主眼とした。したがって珈災を明らかにするために、頑をいとわず、できるだけ盗料を柿入することにつと
めた。また政党を中心に扱ったため、労働紙合、農民組合、ないしは市民団体については十分ふれることができな
かった。この点は共阿研究者の発表にまちながら、さらに稲をあらためて袖正したい。
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の社会民主主義運動の中で中剛派の役判が重大であると歌えたからであり、たまたま大原社会問題研究所に、多く
の潰麺な原史料が保存され、その整理が大体完成したので、それをつかうことができたからである。社会大衆党に
ついては、「満洲事変」につぐ第二の衝撃である「支那事変」への対応を概説し、社会民主主義のファシズムに対
一九三一年九川十八日、日本獺による、新たな公然たる満洲侵略が洲始された。この祓接的契機になった「九・
八事件」については、これが日本軍によるきわめて計画的な作戦行動であったことは、多くの貸料か疑問の余地
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すでに、社会民衆党、全国大衆党、労農党の三党合同をめざす京都、新潟等の三党合同派を排除していた社会民
衆
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そして、この「満蒙問題」の決定については、最も多くの日時を要した。まず十月十五日、中央執行委員会で対錐
を協識し、七名の小委員会を設けた。この委員会が十九日、二十一日の二回にわたって協議した結采、次の声明課
社会民主主義と軍部・ファシズム
四
なく立祇している。この侵略の主導が関東軍および参謀本部の一部の将校によってなされたにしても、この戦争そ
のものを、偶発的那件ないしは、爪部の辨走によってひき起されたものと考えてはならない。「淌洲侵略は日本独
占盗本主義の共通の政錐であり、『満洲事変』は日本強木主義の歴史的危機から生じた取国主義勢力の、推愉をとと
のえた叩耶的行肋の紘米であり、植氏地秤分判のための明白な帝刷主雑戦争であり、そしてそれだからこそこれが
節二次川界大戦の発火爪となったのである」（宇佐英誠次郎、「満洲役略」川本歴史、現代３、澗波謝脳）。このような戦
争に対して、当時の合法無産政党である社会民衆党および全国労農大衆兜はどのような対応を示したであろうか。
を発表した。
澗歎問題は今や側家の存亡を雌すべき菰要問題となりつつある。之に対して如何なる態庇を執るべきかは日本田
氏として雌も恢取なる川意の上に決定せられなければならぬ。特に無産階級の立場より之を考察するに於ては漠
然プルジ迦γ椛披の擁護に終始するが如き態度は絶対に排撃せざるべからざると同時に、プルジ劃ア権益なるが
故を以て無条件に之れを放棄すべしと云ふが如き空想燗なる国際主義的態度も亦我等の断じて取らざる所であ
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かくして、十二月十二Ⅱ、中央委且会をひらき、党の正式態度を決定することになる。席上視察団に対する多く
の質問が続出した。最後に赤松書記長が決議案を説明したが、字句修正の意見が多くまとまらず、結局、一部の字
句の修正と前文をつけて発表することを中執委に一任した。かくしてできあがった決議は大要次の通りである。「満
蒙対餓強硬論も、共旅党および擬共産主識者の満蒙退却論も、自由主雄的平和論もとらない。満洲琳変は支那躯団
と我が国政府の共同責任である。日本の満蒙の権益が侵害されてはならない。プルジ劃ア的満蒙管理を社会主義的
国家管理に移す。」この中央委員会声明が「事変」後約二カ月を要してできあがった党の正式態度であるが、無産諸
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視察団は、奉天、長券、吟鮒蛮、大述を巡歴し、十一月十四Ｈに至って漸く帰国した。十八日には、党木部は主
要新川記者および急進愛囚党沐久井竜雌、行地杜松廷繁淌を招併し視察談を発表した。この両狛の招待の亦災は右
翼・国家主義者およびこれと密接な関係をもっていた願の一部と、同党との深い関係を示しているといえよう。こ
こで小池四郎は、脚シャに対抗するために、満洲の権益を確保しそれを社会主銭的経悩に移すべきことをのべたと
る。我党は時局の重大なるに鑑み特に之に関する慎重の調査を遂ぐべく左記三名の調査委員を満洲に派適し》最
善
を
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すでに川本国内では湖蒙悶題が白熱的議論をよび、軍部を小心とした「武力解決」の意図は世上にもかなり明らか
になっていた。にもかかわらず「事変」の強行に際して、一体何を訓盃しようとするのか。これは、すでに党内の
大勢が、反戦、反軍の姿勢を失い、時をかせいで事実上「事変」の拡大を黙認しようとする方向を明らかにしたも
のである。
いわれる。
＝~￣テー￣＝￣戸一一ＯＬ
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－ハ
政潜型の反戦の強い世論に気がねしながらも、本突上、ボの行動を強く是認していることがうかがわれる。これより
先、伺党が視察剛を派過し、党の正式態度の決定を遷延していた十月下旬、党の指近濡神が社会民主主義より国氏
社会主義に転向したという噂が拡まったことがあった。この噂を否定するために十一月七川付の「通告」を出した。
それは噂が「誤解」であるとしているのであるが、結局は噂を確認するような奇妙な内容のものであるｂ
社会民主主義の内容は、決して公式的にⅦだしたものではなく発展して行くべきものであります。故に社会民主
主我が蛾も実際的立場から凪家及び国民の問題を取り入れたとしても、それは共産主義者のいうが如き「反動化」
では断じてありません。むしろ災際的発展であります。
「糖向」ではなくて「発展」であるとのべている所に何党の特徴がよくあらわされている。それにしても、党内に
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（
国
家
社会主幾）的方向に反按する空気がかなり蚊かつたことが霧取される。これが翌年の弟大皿大会において分裂に発
展する要因となるわけである。
ところで赤松らの「国民社会主義」あるいは「国際社会主義への過程としての囚家社会主義」の主張は、「満洲
珈亦亡を機として右翼、雌産各派の一部に急速に瞼まった。行地社の大川川川を中心とし、両脇索之川下の津久井
竜土へ石川坤十郎、松延繁治らの日本社会主義研究所は九月頃から月刊誌「日本社会主義」の発刊を計画していた
が、十月一日節一号を発刊した。それには「囚家社会主義こそは、近世社会主義の班論的及び災践的発展の帰結で
あり、川本民族共同蝋皿秤の帰結である」（発刊の辞）とのべられている。十月二十六日、この「創刊記念祝倒会」
が行われたが、杜氏党からこれを参加したのは、赤松克暦、松岡駒吉、原彪、平野力三、松下芳男、吉川米次郎ら
。－Ｉ・■■」
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も現実的なる国際主義を採ること。
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我等の運動方針が議会万能主義であるかの如き印象を一般に与へた。今日我等は斯くの如き印象を一掃するの
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ところが、赤松派はこれだけでは尚満足しようとしない。さらに「新党樹立」の力向に戒逃しようとする。節六
回大会で焦点が運動方針となり「戦線統一問題」は大きな論議をよばなかったが、四月七、八日の中央執行委員会
はこの問題をめぐって対立が激化した。赤松、局中雄三らが「新述動力針諜の納神に雅き解党、一大新党の樹立」を
主張したに対して片山、鈴木、松岡らは、「新述動力針と三反綱領（反共産主義、反資本主義、反ファッショ主義）
にそった強力な無産政党の組織」を主張した。この中執委では、赤松は「三反綱領と新迦動方針書の粘神は根本的
に柵容れない」とし、きわめて攻撃的に国家主義新党の樹立を捉咄した。採決の結果は、赤松十二対片山十一、粟
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必要を感ずると共に、更に加ふるに現下の客観状勢に瞳而して、我等は議会政莱と相並んで、一層活溌なる議
会
外
の
大
衆
行
動
を
展
開
す
る
の
必
要
を
認
め
る
こ
と
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この「新通勤方針響要綱」は要するに天皇制国家を擁渡する国家主義の立場を明確化し、満蒙に対する日本の侵略
を正当化し、このための国民運動を械極化する方向を明らかにしたものである。その場合、反共、反マルクス主義
がその思想的立場となっているのは勿論である。これに関して、「社会迎動の状況」（内務行警保励銅）も「木大会
ノ全体的緋蝿鋤ヲ綜合シテ主幾転向Ⅲ題ヲ考察スル時？硴然トシテ『国民社会主義』ナル文字ヲ挙川セズト雌モ、他
而、過去及将栄二於テ所訓社会民主主義ヲ指近郷、神トセルモノニアラザルコトヲ独訓セル点共他ヨリ批シテ災価的
指遮郵椰抑〈『国民（国家）社会主義』一一転向シタルャノ感ヲ深クセリ」とのべている。さらに「左翼運動の日本
化」（鱈係局調査室）も「これは、急角度の国家主義的方向をとらんとする赤松派の主張を現はし国民主義的な革新
的立場を強調せる．ものである」とのべているが、この「新迷助力針懇要綱」の「娠摸」は識の眼に●も明らかであっ
た。
」このス陣－ガンは一方でファッショ粉砕を強調するとともに、満洲の侵略を正当化し、満蒙の社会主義的管理の主
張をくりかえしているｃ当時、一九三○年（昭和五年）以来農業恐慌は激化し、農民の窮乏は極点に達していた。
一方、「満洲」の侵略は拡大され、国内では十月事件、井上、剛の暇殺、五・一五珈件などの叩・ブァッシ認の述
動が強まっていた。こうした情勢の中で、社民党、全国労農大衆党、労働組合、農民組合の内部に、軍部・ファシ
ズムのうごきに呼応する勢力が発生する。一方これらに批判的な勢力は、反ファッショのうごきを強めていったの
である。しかし、杜氏党のス画－ガンにみられるように、「事変」そのものに対する根本的批判は、次第に少くな
権一であったが、松岡議長は多数決とせず、四月十五日の中央委員会で決定することを提案して散会した。
四月十五日の中央委員会は、卒前の両派の熾烈なる逆勅とともに、異常な緊張のうちに開かれた。結果は片山派
六一対赤松派五二で、赤松派は敗北し全員脱党するに至った。
かくして、赤松派は新党の樹立に適進する。一力、残留派は全国労農大衆党との合同に活路を見出そうとする。
分裂後四月二十二日の術任委員会で決定した当面のスＷ－ガンは次の遡りであった。
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金川労農大衆党の納党が行われたのは、「満洲珈変」祓前の七月五川であった。これより先、三月、全囚大衆党、
労農党によって無産政党合同促進委員会が作られ、合川の話しあいがはじまっていたが、杜氏党内部にも、「社会
民
衆
党
三
党
合
同
実
現
同
盟
」
が
こ
れ
に
呼
応
し
た
。
こ
の
三
者
に
よ
る
党
名
、
綱
領
、
人
事
を
め
ぐ
る
話
し
あ
い
は
雌
航
を
き
わ
め、大川米にようやく〈Ⅱ川の大綱を決定したのであった。しかし、今川大会もまたもめにもめた。特に役ｎ人叩は
舞台裏で二時Ⅲ以上の協議をみた結采やっと発表された。しかし、麻生久の書記長については労農党側からははげ
しい不満の渦がまき起り、多くの代議員は鴎声をあげて退場したが、松谷与二郎議長が閉会を宣して事なきをえた。
労股兇側は合同の誠しあいの巾でも麻生久の党委且優就柾について特にはげしい反対を表明し、妓後には、大川、
麻生両者とも辞退して合同を決定したのであった。合同大会の当ｎも大山はついに湊をみせなかったのである。こ
れは、早くから合同に反対していた総評議会側西側委員の大会当日朝の訪問と説得によるといわれた。このような
合同大会の経過、人珈と共に、もう一つの問題は綱領、政錐に対する恂懸のあからさまな干渉であった。大会前警
視庁側から「懇談的に」削除を命ぜられたのは次の各項であった。
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領
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党
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本
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」
を
剛
二、政策中、『貴族院の廃止、戒厳令及緊急勅令の廃止、参謀本部・海軍軍令部の廃止、憲兵制度軍法会議の廃
縦
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三、小心スローガン巾『五、土地を農氏へ。六、一切の帝国北義順術撤廃。七、植民地氏族の解放。九、貴本家
地主の政府打倒。十、搾取なき社会の建設』を削除。
このような大柵な干渉は、「政莱」として、「帝国主幾的侵略政簸絶対反対」をかかげてはいたがその尖際行肋が
い
か
に
困
雌
で
あ
る
か
を
予
想
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
態
勢
の
も
と
で
、
全
国
労
農
大
衆
党
は
「
満
洲
事
変
」
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
「
満
洲
事
変
」
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
同
党紳部は早くから探知していたと思われる。鈴木茂三郎は「淌洲珈変がおこったのは昭和六年九月十八川である。
私はそれを遊説中の岩手県の俗称鍋つる鉄道（大船波線）の沿線でⅢいたが、私が満洲事変を予知したのは、それ
よりもっと早く上野池の端の駒井徳三のかくれ家で、駒井と河本大佐の会談からそれと知った」（『ある社会主義者の
半嘘』九一頁）とのべている。この日時については明らかでないが、「事変」前における河本大佐の役判は、「満洲
で蒲だと進捗しつつある石原・板垣らの計画に呼応して、世論ことに噸部・政界の首脳部を幼かすための内地工作
を受けもつ」（『太平派俶執への道一節一巻三七七１一一七八頁）ことであった。河本は、現地の板垣、石原、川内の楠本
大佐らの絶大な信頼をえていた。鈴木は駒井徳三を通じて、このルートから「本変」を予知したのであろう。ま
た、椛本大佐と大川川川とはきわめて僻接な側係にあり、柵水、板垣が「那変」の計画を其休的に決定したのが八
月三側の箙司令櫛会議の前に、偕行社で行われた会談であった。『橋本大佐の手記』には次のようにのべている。
昭和六年又、板垣大佐上京す（卵司令愉川行？）板垣と打原は関東噸を代表する同志なり。子は欧ちに彼を僻行
社新館臓令に訪ね、来るあの近藤大佐、遅れて根木中佐来る。舷に於て満洲処理の決心確定す。而して関東箙に
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と勧む。大川諾し午後、
この夜十一時頃、稲本の煙
、午前一時七分であった。
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は耶事行動を一任し、子は必要なる迩資企及政府に於て追従せざるに於ては「クーデター」を決行すべく約す。…
…此の会几倣か十分前後、川志は頼もしきものなり。何等の皿猟なし、決行予定日は此会几の後、約一カ月Ⅲ九
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この会議は、木部の謄写刷りの記録には九月十八日となっているから、これが正しいとすれば、柳条溝事件（九
月十八日午後十時半頃）の前に開かれたことになる。この記録と戸川書は、木部の印刷物そのまま「労働問題通信」
昭和六年九月十九日号に記栽されている。この審議事項をみただけでも、「満洲辨変」の真机についてかなりの理
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「
事
変
」
前
後
の
事
情
を
や
や
詳
し
く
の
べ
た
が
、
こ
こ
に
は
、
板
垣
・
石
原
と
橋
本
が
「
事
変
」
の
直
接
の
計
画
実
行
者
で
あ
り、その稿本と大川の裕接な関係、さらには彼を通ずる社民党の赤松、屯井等、金川労農大衆党の山崎、松谷、麻
生、田所らのルートを指摘したかったのである。いずれにしても、両無産政党の幹部ともかなり早くから「事変必
至」の情勢、直前の緊迫した舞台裏をある程度知っていたことは確実と思われる。「事変」前日の九月十八日（午
後三時’四時）党木部において堺利彦を議長として木部会議が附かれた。報侍者は三輪非壮であり、次のような本
項を審議した。（全国労農大衆党木部悲記局一九三一年九月十八日の記録による）
「声明書発表の件（可決）
「
反
戦
特
別
委
且
会
設
価
の
件
（
可
決
）
「
反
肋
将
校
秘
柑
結
社
等
告
発
の
件
（
可
決
）
ママ
①
上
長
向
（
佐
官
）
を
中
心
と
す
る
反
勅
将
校
の
秘
密
結
社
は
機
関
紙
「
兵
火
」
を
発
行
し
、
団
結
セ
ル
点
⑪
七
月
頃
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校
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を
勧
誘
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た
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点
ママ
い陸凧各兵科に於ける「繰典」改正及び想定が土民車（労働者、農民）を目標として行われつつある点
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、
反ﾐﾉﾋ
の
運他
｜｜『□可旧扣佃呵■・佃００００■■■■‐１‐・■■‐■■■■■■ⅡⅡ■Ｉロー知‐００１■■■■■■‐】■■■■｜■■■■■■■ＩｌＩＩ０６Ｉ０ＩＩ０１Ｉ０ｌⅡＩＩｉＤ■０１
一Ｆ~デー￣~三一弓.丙丁宅〒ﾃｰｰｮｰ戸一一＝￣￣￣Ｔ－Ｆ戸 』
社会民主主義と肛協・ファシズム
一四
解を示していたことがうかがわれる。
その「声明課」は「刀龍山琳件、在鯲支那人膜殺、小村大尉耶件等々の一巡の水奨は、我国支配階級が鞭を櫛へ
て
戦
争
の
撃
発
を
急
ぎ
つ
つ
あ
る
こ
と
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災
祇
し
、
氏
政
、
政
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の
ニ
プ
ル
ジ
国
ァ
政
党
は
地
方
選
挙
を
好
機
に
戦
争
熱
を
煽
り
柵
極
化している」……「淌洲に飛ぶ戦争の火花は必然に節二次仙界戦争を結果し、鉄火のルツボの中に労働考膿氏の流
血を要求して我国資本家地主の利益を擁護するに外ならぬ」……とのべていた。
、
、
跳
「
社
会
迦
動
の
状
況
」
に
は
、
「
中
央
執
行
部
の
染
会
州
側
状
況
」
と
い
う
日
弛
が
あ
り
、
す
で
に
の
ぺ
た
よ
り
に
そ
の
Ⅱ
町
は
九
月
十
七
日
となっている。さらに「四識舞繊凹題二対スル党本部ノ旭皮」の瓜には、「全Ｎ労農大衆党ハ満州珈変突発スルャ九Ⅱ十七Ⅲ
党本部升記局会議一一於テ」と記している。「突発」後とすれば、Ⅲ時は当然九月十九Ⅱであり、さもなければ、事変伽の十七
Ⅲということも考えられる。なお、「声明書」には全国労農大衆》元本部の署名があるが、「社会運動の状況」にはこの声明
識ので
のもな鈴で牡らか
?;Y灘蝋纈iW
7ilわかうそ儲刑を同国謝舳ｋ訂澱ぞ繍iK淀竺さjIlM1lli糊lil1liI蕊ｉＲ労の八一１１枠とに反党て
胸JBfllが１２部Pか対の鈴ilIIW1のコツの私けのＩ｢｛木
灘繍iii）１労一，決いててよに瀦述)(卿どた澗郷柵３Ｍ鮒Ｗｉｉｌ棚誕<llii鰈鯰繊鰯灘鮒iil蕊縦･゜へＬ‐れｉ１Ｉｈｌｌｉさへ１１１［I｝￣
九Ⅲ;（とはかれＩの苑Ｉｉ４郷Ｗ八F；鯛：
±”臘鰍繩ｖ
Ｉ１の-，なりっい立で
ＩＺｌｌｉｌｕ九がしたてつあＩｉｌｌ述月らろ。、てる
蝋赫譜ピＷ３閥。￣似１］機ちぱ‘不州
鰡:灘鰹さるもて覚起満子れこのべ’１/ｉる州知
てとでっがと４１「すいなあとあ１１［変るるどる苑る部がと
‘かか表と差おとまらはし、しとが
た、Ⅲ』たス廻っで
、鈴ら・ゴしたき会水かんのなた
諜は欠落している。
」
□ひ
■■、－Ｆ漆１ －－丁言一－万一一つテーマ
委員会はさらに『戦争反対闘争を如何に闘うべきか（満蒙戦争と無産階級）』（四六版、約四○頁定価十銭）と題す
、
、
る．ハソフレットを作成し、一九一一一一年十月二十一一日付共同通達で．ハソフレットの内容を概説した後「発禁のおそれ
もあるから肱ちに党風から徴収して前金で予約部数を叩込め！」とのべている。これは予定だけで発行されなかっ
た
の
か
、
あ
る
い
は
放
ち
に
発
禁
に
な
っ
た
も
の
か
、
現
物
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い
。
十月十五日の常任中央執行委員会では反対運動の具体策を検討し、具体的方針は、「闘争委員会」に一任された。
この決定にもとずき、十月三○日、河野密、鈴木茂三郎、浅川稲次郎起草と推定される『対支川兵反対闘争力針諜』
が発表された。その巾には次のようにのべられている。
今回の対支砿事行動は、その本質に於て独占の段階に達したる金融資本の帝国主義政莱の明白なる呪はれである
に
も
拘
ら
ず
、
金
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五
，
九Ⅱ一一十九日補任中央執行委瓜会では「対文川兵反対争剛委貝会」の設侃を決定し、委且災、大川郁夫（「瓶久一の
ため僻任し、後に堺利彦委員長となる）ほか十三名の委員を決定し、九月三○Ⅲ節一回委員会を開き，次のような
声明書を発表した。
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隣邦中華民国に対する政府並に凧部の採りつつある帝瓜生義政莱１－‐出兵箙謀等々１－は世界大戦を誘発すべき
危機を胎むものにして普飾は断乎として反対す。
吾等は政府に対して、即時撤兵と、対文内政絶対非干渉を要求し、顛部の跳梁に向っては徹底的に抗争す。右声
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この方針諜はかなり詳細な内容をもったものであるが、「澗洲琳変」の水質について机当の理解を示している。しか
し
，
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あ几化木言とつ狐｜ｌ漁るらが、りうとてｌｌｌｆＷ［゜れ激なまに、兵部陸る化経で彼そを内軍゜し済も等れ敢にタトそ、的なは故行は部ｌＬＩＩ１坐<力にし住９轄鶴鷺手際Ｚ、息ア陸級なツ置ジ余をヅ卵層すシい劃の二|ﾐシの｜土もヨてγ機体
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ーガソとすり糟えて、戦争のプルジ麺ァ的合理化を行い、而も耶閥の単独的武力行肋に端を発したところの戦争
で
あ
る
ｐ
…
…
兄られる。それ故炉
ある。陸軍外部の一
しているのである。
鋪
木
茂
三
郎
は
そ
の
力
針
桝
に
つ
い
て
『
私
の
歩
ん
だ
近
』
□
孔
一
画
）
の
な
か
で
、
次
の
ょ
う
に
の
ぺ
て
い
る
「
全
Ｈ
〃
腿
大
衆
党
は
、
満
日
洲本変のおとるや、わが社会主義迦動の父といわれる堺利彦を委貝災に対立川兵反対の特別委只会を作った。……特別委只
[■｢.｡.＝Ｗ･dＺ
Ａ
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なお、との草案で、河野と鈴木の見解の相違をみると興味深い。たとえば河野が「満蒙事件」としているのに対して、鈴
木は「満蒙戦争」とはっきり規定している。河野は「満蒙の特殊樅益］と『我が国が満蒙に築きあげた権益』とし、「満蒙
は宛然たる我が半植民地」としているに対し、鈴木は『帝国主義ブルジョアジーが自己のために満蒙に築きあげた繼益』で
あり、し「満蒙は日本ブルジョアジーの純然たる植民地』とし、階級的観点を明確にした修正を行っている。
ま
た
、
こ
の
『
方
針
書
』
は
当
面
の
行
動
と
し
て
全
国
主
要
都
市
の
『
満
蒙
問
題
講
演
会
』
対
支
出
兵
反
対
の
減
税
会
、
民
衆
大
会？労農大会の開催などをよびかけ、更に「対支出兵反対闘争をより拡大された舞台の上に於て行いうるために凡
ゆる無産団体の分子を糾合して『対支出兵反対闘争同蝋』を組織すべきである。………」という組織方針を出して
いた。そして、東京、京都、大阪、靜岡、北海道等の支部では、演説会やビラの配布が行われた。しかし、この反
戦闘争は必ずしも発展したものではなかった。十一月五日の拡大中央委員会では、「帝国主義戦争反対闘争も、演
説会闘争以上に出ず……」と反省されている。
ところで、鈴木茂三郎らも同人である雑誌『労農』も、「満洲事変」に際して、十月号の巻頭に『第二次世界戦
争の危機と閾へ』というアッピールを出した。執筆者は荒畑寒村であるという。その巾で、『満洲事変』は、、日日
本の満蒙における帝国主義権益の確保②新しい世界戦争の誘発㈲無産階級の弾圧㈲軍部ファシストの独裁樹
立をもたらすものであるとし、「無産階級にとって問題なのは、ブルジョアジーの帝国主義的権益の防衛ではなく
て、自己の階級的権益の防衛である。無産階級が戦はなければならぬのは実にこの防衛戦である。」と論じていた。
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起草した」というのは誤りであろう。
、
、
、
、
、
、
会は、私の起草した対支出兵反対闘争方針書」を辛ろうじて可決、党大会にこれを提案したご（傍点私）との草案になった
ノートが大原社会問題研究所に保存されているが、その筆跡を平野学氏らに鑑定して・もらった結果、草案は河野密の字であ
りこれを浅沼稲次郎、鈴木茂三郎が修正している。この三者で、９℃つとも大一きた部分を書いているのは鈴木であるが「私の
さて、全労党は以上のように一応戦争反対、ファシズム反対の方針をうちだしていたのであるが、党内および支
持団体の中にかなりの動弼が生じていた。その氷山の一角は、党顧問である代議士松谷与二郎の満蒙視察団への参
加であった。十一月中旬帰国のうえ、党幹部にその実情を報告した。大会前に提出された意見書によれば『満蒙出
兵問題に対する糸の意見』は要約すれば次のごときものであった。
支持団体の労伽組合内部にも分裂のきざしがあらわれていた。すでに一九三一年五月、共産主義、無政府主義、
ファシズムの指導糒神に反対し、国際労働機関そのものに反対しないことを条件として、「日本労働クラブ」が結
成され、「大右翼結成」の圧力が加えられていた。全国労伽紙合同脚の一部は、「クラブに参加し、内部にあって
これを利川し、一而その反助化を防止する」という、災から、クラブへ参加する態度を示し、反対派と激しい抗争
を行なっていた。また日本労働組合総聯合は、九月の府県会議貝選挙の候補者川越をきっかけとして党の支持に反
兵問題に対する糸の意見』は要飴
Ｐ
」、満蒙の権益は擁護すべし。
二、満蒙の鑓
三、わが国、
四、党はこ（
すなわち、従論
いたのである。
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この雑誌はただちに発売禁止になったのである。（『寒村自伝』四九三頁）
２
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
闘
い
と
後
退
満蒙の権益は之を資本家より奪還し、労働者農民の手に渡せ。
わが国現在の失業者二百万を満蒙の野に送り満蒙の権益は彼等の手によって処理せしむくし。
党はこのスローガンのために死を賭して奪闘すべし。
ち
、
従
来
の
反
戦
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
方
針
を
真
向
か
ら
否
定
し
、
満
蒙
侵
略
戦
争
を
積
極
的
に
推
進
す
る
立
場
を
表
明
し
て
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対し、国家社会主義新党樹立の意向を示していた。このような要素は、全労党の統一を妨げ杉反戦、反ファシズム
の方針を貫くことを著しく困難にしていたのである。
これら、対支出兵反対闘争、クラブ参加問題、ファシズム新党の問題などが、昭和七年度運動方針とともに、十
二月の昭和六年度年次大会の中心的議題となった。まず「帝国主義戦争反対に関する件」の審議状況をみてみよ
（註）
』フ。「飯田メモ」は次のように記している。
説明に先きだち、堺利彦の病床よりメッセーヂ、『僕は病床にゐて識君の帝囮主鍵戦争反対の叫びの巾に死ぬ事
を光栄とす。』を彼寵す。次いで阿部（茂夫、誰者注）の説明あるや中止せられ、森川再一郎代っての説明も亦
中止され、岡田宗司代って説明したが再三中止を命ぜられた。そこで麻生議長は大体説明は尺されてゐると忠ふ
から可決した（Ｕと諮り万場一致可決した。此の時臨監の竹内愛宕署長は此の議案の可決は主かりならぬと議
長に注意した事より議場は一時混乱に陥ったので竹内署長は直ちに解散を命じた。
因みに同鍔長は『臨監は集会解散を命じたのであるが役員の発表のみは認めてやる』と宣言し、傍聴者には退場
を命じ、解散のまま役員の発表を許す。
（謎）「協調会・労働課飯川」の記名ある「全国〃農大衆党昭和六年度大会に関する件』という報告郷による。小火労働学院
所蔵『全国労農大衆党』ファイルに収められている。以下の大会状況は主としてこの「飯田メモ」による。
この大会の状況が何よりも雄弁に、合法政党である全国労農大衆党の反戦闘争の限界を物語っている。しかし、宮「
意の弾圧をけって対支出兵反対闘争方針を確立しようとする大会の一側面をもあらわしていたのである。これより
先、すでにのべたような松谷与二郎の見解は書面をもって（松谷は当日欠席）大会に提出されていた。これに対し
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すでに日本労働組合総聯合は、回家社会主義新党樹立の方向を明らかにしていたが、この問題については、『フ
ァッショ粉砕に関する件』として次のような決識を採択した。
プァッシ訓的新党樹立計画は之を粉砕すべし。党大会の決議に違反し、鞭肋するものに対しては新執行委貝会は
速かに几断乎たる態度を以て之を処断すべし。木大会の名に於て右決議す。
新党樹立川越は多くの諭識をよび、大会における反ファッショの空気はかなり強いものがあった。しかし、聯部
は、支持団体の分裂を恐れて明碓な特弁をさけ、結局総聯合問題は具体的な結論に至らなかったのである。しか
し、全国労働組合同盟内部のクラブ参加賛成派と反対派との問題は本大会のもっとも論議の集中した問題であっ
た⑪本部側は、結局は十一月五日の労働委員会および十六日の中央委員会で決定した「労働組合戦線統一の方針」
を押し通した。その内容は「日本労働クラブは大右翼結成の偏向を有し、統一協議会は、対立分立主義に堕する危
険性を有す。両者の実質的なる解体統一による全国労働組合統一会議の結成こそがわが党方針の具現なりとす。」
「積極的に日本労働クラブの門戸解放を要求せしめ、統一ある戦術と執勧果敢なる闘争に依って真に戦闘的なる全
国労働組合統一会議獲得のカン．ハーフを起すことが統一主義の執るべき任務とす．…：」とのべ、「積極的」「戦闘
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てかなりの質疑が集中した。『階級的一異切』（埼玉・諸岡）ではないかという意見が出され、また、『松谷氏個人
の意見であると云ふのに何故本部報告書に織込んで此の大会に反映させたか。』（神奈川・赤柴）といった追及がな
された。松谷問題は最終的には、松谷の党大会決定への服従が報告されて一応落着したが、党内の一部に、松谷の
ような、反戦方針に真向から反対する意見が出され、しかも党幹部がきわめて妥協的であった点は、今後の方向を
暗示するものがあったのである。
「＝
［－■
ｑＡ１
的」などの用語の裏でｙ実質的にはクラブ参加を承認するものであった。左右両成敗の形をとりながらが結局は転
大左翼結成をめざした統一協議会を、左翼労働組合と「同一の戦術」ないしは「分裂主義」（河野の大会答弁）と
して非難しているのである。しかも「戦線統一に対しては一定の指導方針を掲げるのは戦線統一を不可能ならしむ
るものである」（全国労農大衆党本部、労働組合対策部、『労働組合統一に関する件』の理由書より）とし、全く
無原則的なクラブ参加をうちだしたのである。この方針は当然多くの議論をよんだが「本部は努めて抽象的答弁を
以て之に当り焦点を避けんとするものの如くであった」（飯田メモ）。かくして討議は打切られ、代議員総数、三○
四名中、本部案撤回二四名、「クラブに対して門戸解放を要求し、大右翼結成を粉砕し、若し不可能なる時は脱退
する旨の字句を挿入する事」という修正案は二八名で、圧倒的多数をもって本部案が承認されたのである。
このクラブ参加は、クラブが日本労働総同盟の「反共産主義労働組合の全国的一大結成」（一九三一年度大会決
定）の方針によって作られたものであるから、全国労農大衆党が、この「反共方針」をみとめたことになるのであ
る。事実昭和六年度大会は、その「昭和七年度運動方針」において積極的に反共方針をうちだしていた。ところ
で、この「方針書」について鈴木茂三郎は「満州事変の起った昭和六年度大会（十二月）に提案した昭和七年度運
動方針書の草案を私が書いた。……その運動方針の重要な骨子は実は山川が起草したもので……」とのべ、この方
針書が山川、鈴木の手になるものであることを明らかにしている。しかし、これにはもう一つの重要な事実をつけ
加蔦なければならない。大原社会問題研究所には、字体からして河野密と思われる「昭和七年度運動方針書」草稿
（四百字詰八枚）が残されている。これは大会で提案された「方針書」とは大きく異るが、いくつかの点で鈴木の
方針書にもりこまれている。このことから、運動方針に関しては、河野草案は重視されなかったが、いくつかの点
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八、日本共産党が来るべき変革の主勅力たることはⅢ木に於ては全然考えられない。
そして更に、「三、全国労艇大衆党の自己批判」として、主として協同戦線党諭に批判を災巾した。「協同戦線党
論は合川のための理論としては一応の役割を采した。然し合同の略完成に近づいた今日、如何にして合同政党を生
かすかの皿論としては不充分である。」「協同戦線党の主要特徴は多元的椚導である。前衛分子の結成である。然し
それは日本共産党の没然に依って当分望み得ないこととなった。」こうした評価から、全国労農大衆党を、前衛を
将来に待望する過渡的政党としてではなく、自ら一定の脂導淵神をもった、政権煥得をめざす政党としなければな
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
鈴
水
の
手
に
な
る
「
方
針
書
」
も
、
こ
の
反
共
方
針
を
よ
り
強
く
表
現
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
「
大
衆的闘争の場面から婆を没した」「日本共産党が来るべき変紘の主動力たることは全然考えられない」とのべてい
た。この点は、二日Ⅲの迦助方針の審議で蛾も問題になった。「飯川メモ」によれば、瀞議経過の中に、少しでも
問題が共産党にふれると、ただちに「注意」「中止」が命令され、この反共方針の批判は那災上一一一一Ｍ菜にはならなか
問題が共産党にふれると、ただちに「注》
ったのである。鈴木はこの縛弁のなかで、
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で、河野と鈴木との間には菰大な妥協がなされていることがわかる。大会の稀議の‐叩でも、主要な杵弁はこの両者
によってなされていた。では、その妥協点とは何か。河野草案は次のようにのべていた。
七、日本共産党は現在イデオ陣ギーとしては尚かなりの影稗力を有ってゐる。しかし、現実的な闘争力としては
共産党を全而的に排斥するのが七年度当面の具体的方針である。（岡山、湯沢に対する韓弁）
、
とのべるとともに一方、
次節にその勢力を狭めつつある。
､FT1アー丙･￣アー可マー万一・￣￣~万＝万＝司手，￣｡，．-P--r￣－F一テァーーーアア5戸■O■,牛6.ﾌﾟsＪ＄ F,､ 'Ｃ ｑ△ ■
第一一一インターに対立しないと明言す（東京、山花に対する答弁）とものべていた。いずれにしても微妙なニュア
ンスを残しながら。鈴木は河畔とともに「協同戦線党諭」から一歩を進めて、「反共方針」を強めていったことは
否定できない。つまり反戦、反ファシズムを唱えながら、それは統一戦線（人民戦線）の方向にではなくて、「反
共、反ファシズム、反資本主義」という社民党の三反綱領に接近していったことになる。
３
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
接
近
の
論
理
戦火の拡大とともに、軍国主義の力が強まっていったが、一方これに対するはげしい抵抗もあった。麻生の選挙地
盤である栃木県阿久津村における生藤党員と全労党員とのはげしい衝突はその一つのあらわれであった。この頃、
すなわち、『一一一反綱領』を決定した杜氏党の一九三二年一月大会から、四月の分裂を決定づけた中央委員会に至る
間ｊ社民党内部では、赤松派の新党樹立論とそれに抵抗する片山派との争いは激しくなっていた。そして、全労党
お
よ
び
支
持
団
体
内
部
で
も
一
部
は
新
党
樹
立
に
む
か
い
、
（
三
月
八
日
通
達
』
で
近
藤
栄
蔵
、
坂
木
拳
三
郎
ら
十
三
名
の
総
連
合
関
係の新党樹立参加者は除名）「昭和七年度迦動方針」の解釈をめぐった論議がかわされていた。一九三二年一一一月十
一日、党支持団体の主力である全国労働組合同盟の幹部であり、同時に党中央執行委員あるいは中央委員である。
今村等、藤岡文六、安芸盛、望月源流、岩内善作は党中央委員会に「意見書」を提川した。これは「今次の如く満
蒙事件の発生するや、わが党は党の活動を休止して、党をも党の指導下の大衆をも俗悪なる日和兄主義に坊徳せし
むるに到った」とし、右翼の立場から党を根本的に批判するものであった。次のような箇所がある。
惟ふに政溢危機をもたらすべき主体勢力の完成に就いては、日本に於ける現在のプ匝レタリアートの組織勢力の
比較的弱勢なる事実に顧みる必要あり、これのみに頼って決定的勢力を完成する事は不可能なりと云はざるを得
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一TTT了戸TFF下戸T=了~￣ﾜｧｧﾃ了７－Ｆ戸 、
、
、
つまり、プロレタリアートの力が弱いから、あらゆる階ｗ隅の反溢水主旋勢力を結集し（この中には脳部がふくまれ
ることを暗に示している）『政権獲得』に進めというわけである。この「意見書」を審議した三月十四日の常任中
央執行委貝会は次のような声明轡を発表した。
今村対外四名が辿名を以って党迩動力針諜に側する意見謀を三月十一日に党木部に提川するに側述して全国労働
マ
マ
組合同肌のファッシ圏的力向枢換及びわが党の大動柵鎌の報蝉及び流一一両が全、凶に飛んだ。けれども全図労伽組合
同盟木部は水川派利の仙人的淑凡に全然側知せざることを衣Ⅱせるのみならず一部のわが党本部風及び全艇本部
、がこれ等の企図に述絡を持ち、攻は全農大会が近湫の意几響と同一歩調をとる報の流言の如き那爽は絶対にな
術任委員会は五君の意見評に断乎として反対なること並にその処分を一一十三日の中央執行委且会に討議すべきこ
とを決定した。
この声明害は、党および組合内の動柵がいかに深刻であったかを問わず語りに示している。このような情勢のもと
に一一一月二十三Ｎ’二十四日常任中央執行委員会がひらかれたｂここで、田所脈明起草の『党運動方針解釈の確定統
一と若干の発展的柵遺』鈴木茂三郎の『ファッシ雪粉砕に関する方針響』が主題となった。『ファッショ粉砕案」は
鈴
木
、
田
所
の
修
正
に
よ
っ
て
決
定
し
、
『
解
釈
統
一
案
』
は
鈴
木
、
岡
田
、
山
花
、
中
村
、
阿
部
各
常
任
の
修
正
意
見
に
よ
っ
て
、
種火インターに側する一頂側を「研究題目として研保」し、他を部分的に修正、『方針響具体化染』として中央執
ぬ。若し然らば国民のｕ
の愈要問題である……。
い
０
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若し然らば国民の凡ゆる階耐の反資木主義銚子刀を結集し、主体勢力を完成するところの実践的戦略こそ当面
７■ －F四Ｆ可厚丁司
行委貝会に提出することを決定した。
この主な内容は、「節王攻」に次の通り記している。
我党新方針書の四大特徴は各左の如く解釈の確定統一することを要す。
⑩政権獲得を目標とすること１共同戦線党論を止揚して、大衆政党プール論、共産党自然発生論を明白に否定
して、党はその発展に於て政権の獲得を目的とすること。
②日本共産党との対立、日木共産党との対立は、大衆政党否定の組織論に対立し、プロレタリアと中間層の結
合を妨害し、ファッショを助長するものとして対立するのみならず、Ⅲ本共産党を支部とする節三イソターナシ
認ナルと別簡の組織なることを川樅にしてその解洲分裂の作川と抗争する。共産党口然発生論、共脈党ウルトラ
論としての共同戦線党論の便宜主義の否定とその発展。
③談会主義方針（社会民主主義）反対、識会主義の盗木主幾に依る（議会の変磁）発股段階よりする否定のみ
ならず、買収干渉のプルジ翼ア的選挙の無効采と、党の頽廃化の現実的見地から反対する。正らにそれは節二イ
ンタナショナルの否定の理解をも含めること、選挙は部分的闘争たること。
(４ 融『
謝
肥
川
通
運
節
二
号
』
に
よ
れ
ば
、
「
鈴
木
術
任
は
少
数
意
凡
を
剛
保
せ
ざ
り
し
も
第
五
弧
ｌ
新
皿
動
力
針
譜
の
徹
底
云
狩
に
は
一
拙
し
て
反対の意を表し他の項には賛成す」と識かれている・鈴木自身は「これは長文の文轡であるが婆するに昭和七年皮の辿吻刀
針
と
対
文
川
兵
と
フ
ァ
ッ
シ
劃
反
対
の
闘
争
の
方
針
を
根
本
か
ら
慨
す
＄
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
安
部
磯
雄
を
委
員
鍵
と
す
る
社
会
比
衆
党
の
合
同をこれと並行的に進めたのでふんがいした加藤肋十や田部井健二や川化秀雄などはさっさと離党し、私や柵川寿男、岡川
端可、吉川守邦謀は役乢の辞表を拠出した。」（ある社会主義調の半生』二一一’二一二百）
ファッショの粉砕
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い
従
っ
て
フ
ァ
シ
劃
打
倒
の
逝
憾
プ
脾
レ
タ
リ
ァ
と
、
反
涜
木
主
瀧
化
世
燭
小
川
綱
と
の
薄
の
一
途
あ
る
の
み
ｌ
共
雌
蝋
と
の対立、国民社会主義理論の繋破、公式主錐の澗算に依る小間堀への具体的伽きかけ。
留保された部分は、「極東社会主義インタナショナルＩアジア社会主義合衆国通勤」であり、そのス画－ガンは、
「日本資本主義の打倒、支那砿閥及資本主義打倒、印度、フィリピンの英米資本主義及び士請資本主義の打倒等」
であった。やや長い引川であるが、これは全労党の転換の理論的集大成であったからである。この新方針は、国際
・国内の反共主義を徹底させ、共同戦線をも否定し、議会政治を否定し、反ファッショの道をプロレタリアと反資
本主義化せる中間層（実は軍部なのだ！）との結合に求めるというものであった。しかし、さすがに、「支那」、イ
ンド、フィリピンへの侵略を正当化するようなアジア社会主義合衆国の企ては留保されたのであった。河野の「昭
和七年通勤方針」草案はいぜんとして、社会民主主義の立場をすてきれないで、その苦悩をあらわにしていた。田
所のこの新方針書は、「解釈の確定統一」という形態をとりながら、きわめて巧妙に党を軍部（ファシズム）支持
（註）
の方向にすべりこませる意図をもっていた。
（縦）稲村随一の昭和十三年一月二十二Ⅱ付『社大党離党に対する諏明』には次のようにのぺている。
私が全社会巡動の阿民韮義転換を赫刈したのは実に昭和六七年以来の鞭であった。当時私は赤松克臓芯と迦絡し、全倒鵬凪
組
合
の
大
会
に
第
二
及
第
三
イ
ン
ク
ナ
ョ
ナ
ル
を
否
定
し
、
γ
ジ
ァ
プ
ロ
ッ
ク
を
前
提
と
す
る
ア
ジ
ア
イ
ソ
ク
ナ
シ
副
ナ
ル
ー
ァ
ジ
ア
聯
邦
論
に
関する迦動刀針諜を提川し、ファッシ罰として排撃され、全鰐総木部幹部の地位より追放された。全じ皿動力針書を全図労農
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のファッショの主体は金融資本の小プル・中間層の統制のための政淌形態なること。
⑪小プルジ園ア社会主義（国家、囮氏社会主義）は現段階に於て必然に前者に吸収せられ、国民ファヅシ圏ま
た
は
社
会
フ
ァ
ッ
シ
ョ
と
な
る
こ
と
。
Ｌ、 Ｌ
・Ｇ１ Ｖ
われわれの聴取によれば、大槻政秋氏も、当時すでに田所が社民党の赤松らとも強い結び付きがあったことを折
摘している。ではなぜ、麻生、川所を小心とした全労党主流は、公然と赤松派との合流の方向に行かなかったので
あろうか。それは当時、依然として、農民組合、労働組合、内部に反ファッショの底流があり、党内には労農派の
抵抗があった。杜氏党内にも、赤松派の「糠極論」には組しない勢力があった。こうした情勢の巾で、彼等は運動
方針の根本的転換の印象をさけ、自己の政胎勢力を保持しつつ、尖質的職換をとげようとしていたのである。全労
党はすでに新党参加荷を処分し、赤松派（国家社会主義準備会）からの新党樹立の提議を拒否した。そして「確定
解釈統一案」の中でも反ファシズムを唱っている。しかし、麻生はすでに次のような見解を発表していた。
巷間伝へらる凡処に拠れば、此勢力はプルジ郭ア政党を排撃すると共にｘｘｘｘｘｘ排撃する点に於て反賛木主
義的なりと云はれている。満蒙の問題に対しても従来の如き××ｘｘｘｘｘｘｘ財閥経営を排して、寧ろ無産階
級的立前を以て新国家を××すると伝へられている。：…・…
此勢力が、幾何の確乎たる科学的信念を以て資本主義を××し社会主義的絲済の建設に何ふものであるかは不明
の事に属する。若し此勢力が伝へらる上如く、頁に反資本主義的であり無産階級的であるならば、此勢力を目ざ
して直ちに反動的であると云ふことは出来ないであらう。（『政治の影を迫ふた総選挙』（『改造』昭七四）
この三月五日の日付のある論文には、すでに軍部の「革新」に対する大きな期待を示しているのである。さらに、
五・一五事件に際しては、三輪詳記長談の形式を以て次のような声明を発表している。
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大衆党に提川した川所疏明潜外少数は賛成して私を支持し、麻生久氏＄その意見には賛成であ為が時期未だ早しと云った。こ
の声明からみると田所の先駆者は稲村隆一ということになる。
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の
よ
う
な
讃
辞
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
党主流の麻生、田所、三輪らはすでにこのような兄解にたちながら、杜氏党との合同をめざしていた。「確定解
釈案」の一つのねらいは社民党との合同にあった。党主流は、各地力からの反対を強引におし切り、五月二十二日
の中央委員会で再議の上可決したのである。
これより先、四月十七日付を以て、社民党より『新党組織に関する協議会の即時開催』十八日付を以て、赤松派
より『側家社会主義を指導粘杣とする新党樹立をⅡ的とする協識』の附仙を捉識してきた。これに対して、赤松派
には直ちに拒否の回答を送り、社民党に対しては四月二十五日の常任中執をへて、応諾の回答を送った。全労党
は、昭和六年十二月末の党員数六○、二五八おから四六、八六六（社会大衆党、合同前）に減少していた。その右
翼は国家社会主義新党に走り左派（旧労農党系、旧無産大衆党系、旧社民党系及全農木部派の左派）は、全労党の
右翼化に強い不満を抱き、東京、大阪、京都、愛知、岡山、広励、秋川、青森、宮城等では反対の声が強かった。
かくして、中村高一、山花秀雄、田部井健二（東京）、山崎常吉（愛知）、宮向国平、山上武雄（岡山）等は脱党す
此の我国の現状に対し、耐へ難き憤満を抱くはテロリストと同様であるが、我等は凡ゆる戦略の基準に大衆性を
保有せんとするが故に、その変革の方法を彼等と異にするけれ共、惰弱世を蓋ふ時、流に抗する、その苑命的気
帆
と
、
犠
牲
的
猯
神
に
対
し
て
、
こ
れ
を
壮
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ファシズムの尖兵、凧部が公然とクーデターとテ四ルを手段としている、まさにそのとき、その凧部の行動に、と
ある。
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五月十五日の下級軍人のテロルの要因は一に搾取と頽廃の財閥資本主義と、買収選挙と、涜職疑獄の金峰蝉喚淌に
ノ
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さて、一九三二年（昭７）七月の社会大衆党の結党から、一九四○年（昭嘔）七月の解党に至るまでは、木稲の
主題ではないが、「満州事変」の衝撃が日本の合法無産政党の運動に与えた傷跡を知るために、その概要を記して
みよう。社大光がすでに歩みつつあった右翼化即ち、ファシズムへの妥協と譲歩の方向は、戦争の深まりと共に強
まった。しかし、まだいくばくかの「無産政党色」を保っていたのは「支那事変」までであった。「臆溝橋事件‐一
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（樅）合同交渉が江’六月にかけてやや伜洲したのは京浜府県会遡準のため、とされている。尚との合同継過は『無倣党合阿
委員会報告譜」（両党合同委員会、委員長河上丈太郎）による。
かくして全労党は、「党内一一起レル識問題ノ収拾二忙殺サレテ殆ド対外的運釛ヲナスノ退ナキ状態」（社会通勤の
状況、昭和七年）のまま、農民党との合同に活路をみいだしたのであった。
すでにのべたように、全労党はいちじるしく『一一一反主義』に接近していた。社民党は「積極派」を排除じ、「三
反主義」に純化されていたぐしかも党の中枢をにぎっていた赤松派の去ったあとは、全労党との合同以外に活動の
余地はなかったのである。だから合同には事実上障害はありえなかった。六月二十八日、第二回両党委員全休会議
を附き、綱領政箙案を決定、七月三日、節三回両党委貝全休会識で党則案を決定、合同大会を七月二十四日と決定
るに至った。こ』一
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
しを
た証Ⅱ'１
。￣き
、
こうした情勢の中で、党主流は、ますます〈社民党との合同によって、党勢の回復をはかる方向をめ
三
、
戦
争
の
拡
大
と
社
会
大
衆
党
△■■■回■口！■■８１
すでにのべたように、『政治戦線の単一結成、強力無産政党』（合同大会宣言）をうたった社会大衆党も、その出
発から、活動は困難をきわめた。赤松、下巾らの「国家社会主義」迦劫の圧力は強まり、戦争宣伝と恥国主縫的世
論は支配州によって一隅拍叩をかけられていた。こうした怖勢の巾で、党内にはこの陣営に役ずるものがあり、ま
た一部は、これらに腿倒せられて活動の意欲を失っていた。一方党の下部には、依然として反戦、反ファシズムの
恨
仙
い
力
が
あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
地
力
で
は
合
同
が
進
捗
せ
ず
、
し
ば
し
ば
は
げ
し
い
対
立
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に、党本部政簸委員会は田所脚川、凧井貫一郎、河野獅、浅沼稲次郎、片山哲らを中心として、『転換川越設政簸
案』を作成し、七月四日、常任執行委員会を開いて、原案を決定した。それは、「我党は現下内外の非常時克服に
当
っ
て
、
当
而
、
一
、
川
氏
紙
済
会
瀧
の
洲
伽
一
「
東
洋
絲
済
会
搬
の
召
染
三
、
大
衆
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
劃
ソ
の
徹
底
化
凹
、
三
悦兆鑓による財政均衡哨税案の四政錐を捉川し、その災現に遇進する」とのべていた。この力針は、当時の文配厩
の一部からは歓迎されたが、党内には強い反対迩釛がまき起った。大阪、京都などから、この力針が「党折導淵神
の変球」であるから撤阿すべきであるとの強硬な決識がよせられた。かくして、七月二十二日の中央執行委貝会で
論議をよんだが、結局は決定をみず、政莱特別委員会を設置して審議することになった。ここから出されたものが
「秋期闘争政策」であり、「転換期建設政策案」のあまりにも露骨な国民経済会議ないしは東洋経済会議の提唱を
削除し表現をあらためたものであった。しかし、党幹部は迩勅方針を決定すべき十二川の大会では一隅Ⅱかなプァ
ヅシ認的力針を提示した。この迎動方針は、従来と異り、「昭和九年度一般工作協力力針評」とよばれ、川所脚川
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に端を発した日中戦争の拡大は、社大党を変質させ、形恢だけは残していた「無産階級解艸放」の旗印をもひき下し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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的な革新の方向をとるべきことを強調したのである。これは日本の全左翼陣営の釛向にとって、現実的には最大
の鯨瞬探をなすものである。含左翼巡動の日本化」警保同調査室）
と
い
う
評
価
は
一
ｍ
の
正
し
さ
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
麻生ら党主流の凡解がもっとも鱗出したのは一九三四年（昭９）、十月陸雅俗新川班によって発表された「国防
の本義とその強化の捉咄」という、いわゆる「陸皿．ハソフレット」に対する態度であった。麻生は十月二十八日の
「社会大衆新川」で「陸耶の．ハソフレットに就て」と題し論文を発表した。その巾で次のようにのべていた。
われわれは満州事変、五二五事件以来、当時のファッショ的反動勢力と戦いつつも日本の国情より観察し、日
木のｍ隊の木質より雌してファヅシ訓の不可能を確偏し、同時に日本の耶隊がその本頃に洲ってやがて今回の．ハ
ソフレットに盛られた思想にまで発展し来るべきを確信したのであった。而して我等の見通しは誤まらなかった。
ここには、耶部の「反盗木主雑的地新性」なるものに依拠し、「Ⅲ家茄新」を行おうとする麻生ら党主流の従来か
ら
の
凡
解
が
よ
く
表
明
さ
れ
て
い
る
。
『
麻
生
久
伝
』
も
「
こ
の
頃
か
ら
武
藤
章
、
池
川
純
久
、
片
倉
哀
な
ど
の
軍
人
が
川
入
す
る
よ
うになった」（四五八面）ことをはっきりとみとめている。もちろん、実際には麻生らの軍部との接触がこれ以前
にさかのぼることは後述する通りである。そして、この「陸耶．ハソフレット」問題は党内に麻生らに対する反対の
声をうみだしたが、それは結局、大会における弁明によって黙認されたかたちになったのである。
独河野密は、この問題について次のように犯している。
との麻生識紀艮の見解がただちに党全体の態度として容認されたわけではなかったが、追いつめられた椅努のもとにおい
てうやむやのうちにこれを不問に付したことになり、しだいに党内に浸透していったのであった。だから社大党は、一方に
おいては肚界恐慌の深化と国民の窮乏化という現実に直耐し他方においては坐闘化された非常時一幕微の圧力弁毎斤ながら、
￣￣￣－Ｆ￣祠￣
ら －７写＝ 匹面字‐￣一・‐△－－－－■ら.『0（,U-co･
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すでに、この「無産政党」の書記長の「歴史の歯車」は大きく狂っていたのである。これより先、二月二十日に行
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昭和九年十二月末・五七、六八○（「社会巡動の状況」による）と後退している。
一九三六年（昭ｕ）「二・二六事件」の軍事クーデターがひき起された。これについては、一般の世論もかなり
きびしく批判し「哨箙」を要求した。このとき麻生は、「膝史の州叩」と題する臓想を諜いている。
五・一五瓢件が勃発して満四年の今日、呼び今回の二・二六事件が勃発した。本件そのものは五・一五本件の発
服
で
あ
る
と
共
に
、
共
畝
折
的
意
瀧
に
於
て
は
内
容
も
形
も
災
に
敬
殿
の
深
刻
な
る
発
腿
を
な
し
来
っ
た
。
そ
し
て
今
川
の
小
件
は
川
本
の
国
家
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新
の
過
職
を
少
く
と
も
五
、
六
年
は
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雌
せ
し
め
た
。
歴
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の
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に
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き
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の
で
あ
る
。
含
改
「現状打破」の満の下に一歩一歩と国家社会主義の力向に移行したといっても過言ではない。（『川本社会政党史』一三二頁）
麻生は一九三五年（Ｍｎ）一月の大会で、「今や理論剛争の時代は経過し、政簸実現の時代に入れり、此時に於
て党は徒に公式的理論に終始することなく政鞭災現に通逃せざるべからず」とし、「子は未だ竹ってファッシ劃乃
至は溢水主耗勢力に追随したることなし」と》一問い放っていたのである。すでに雑誌「解放」誌上に満州耶変及び
五・一五珈件の批判と国家改革の指導鮒神」（昭九年十月号’十年一月簿）を発表していた麻生は、これ以後、Ⅲ
誌上にさかんに論文を発表し、川沿維新との比恢などの力法によって、「恥部の国家球新」に依拠すべきことを主
張
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
ま
で
に
、
社
大
光
の
党
勢
は
必
ず
し
も
ふ
る
わ
な
か
っ
た
。
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「わが党は剛体の木雄に雑き、Ⅲ木山几の進歩発述をはかり、もって人瀬文化の向上をⅢす。
「わが党は勤労大衆を代表して、溢水主綻を改茄し、もって産業の計画化と囚民生湖の安定をⅢす。
この大会では、軍事将兵に対する感謝決議、車事慰問団の派遣などの決定がなされたのである。しかも一九三七年
十二月、及び一一一八年二月にわたって、日本無産党、全評、労農派学者グループの検挙が行われ、日農党、全評が結
社禁止処分にされたとき、この抑圧に和して社大兇は肱ちに黒川弁男らの関係者をすべて除名処分に附したのであ
る。こうして、「支那琳変」一周年にあたる折令「時局日怖活動に関する件」では次のようにのべていた。
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す
な
わ
ち、一九三七年七月近衛首扣の拓待に応じて、挙国一致体制（派部・ファシズムの体制）に協力を約し、全く抵抗
の姿勢を喪失した。かくして、傘下のⅡ木労働組合会議は「全大衆を労働奉公の糀神の中に浄化結染」すべきこと
を主眼し、合法左塊の日本無産党はほとんどその活動を停止し、合法左塊の中心的紺介であった、木交迦労伽総述
肌は、「和衷協同以て産業に協力する」「健全なる同水仙労伽組合」に職換せんとすゐ新綱価方針大綱を発炎し、
全評また改正細微草案を発表し、「産業協力機関の設世」、「労賛紛争の極少化」など主張した。こうした怖勢の巾
で、十一月十五’十六日の社大党大会は、綱領改正を行い、最後の一片まで階級的立場を放棄した。すなわち、次
以上のような社大光内外の力が、いささかなりとも社大党をして、独自の内外政莱をとらしめる役判を減じてい
たことはたしかである。
のような新綱領を決定した。
P
た例外ではなかった。
社大党は、いまや口らをファシズム運助の主体たらしむるために、凶民再組織連動に努力する。これに対して、
麻生らの旧日労系がきわめて積極的であるに対して、松岡、西尾らは、新党の前途に対して若干の危供を表明す
る。 かくて、「国民糖神総動員運動再強化に協力し」、「国民貯金奨励運動」「新国民生活運動」を推進し、政府への批
判的姿勢をも災失したのである。己を空しうして「全休主茂の原川の上に立ち、国家の一元的紐織化を側標とす
る」新政党の組織を決議（昭和十四年度一般方針）するまでに変質した党に対しても右翼からの攻撃は行われた。
安部覚櫛遭難（三月三Ⅱ）などはそのあらわれであった。ファシズムへの川服と誠歩が、ファシズムの良識をよび
起すのではなくて、かえって、一層の兇暴化をもたらすことは、多くの歴史的事実が証明する通り、この場合もま
この両者の対立が斉藤隆夫代議士除名朋題を機として露呈したのである。斉藤代議士を「懲罰委員会に付議すると
従って今后我党の運動、活動は同
紐織され、活助さるべきである。
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国家と民族の飛躍に応へる為全国民の組織化を目標とする革新的新政党の結成を提唱し之が実現の為に己を空し
うしてあたる期を声明した。之国家と民族の飛雌に応へる我党の決意である。
従って今后我党の運動、活動は国民の党として組織され、活動されなければならぬ。即ち国家全体主義の建前で
誹麻生らⅢ労系は、大学出身者が多く、天皇制官僚と容易に結合して「新体制」の右力なポストを約束されたに対し、松
岡、西尼らは官僚に巡側感をもっていたので彼らぼど撹極的になれなかったと魁われる。やがて麻生らはいわば「新体制の
バスにのりおくれない」ために強引に東力会との合同を鱗し、ついに失敗する、
－－戸F-iT-1T夛了PｑＹＴＤ１q■ ､．￣弓一一・q
、
と、またかれを懲訓処分に付することについては、はじめから意凡の一致を凡ていた。しかしその刑の迩定につい
ては意見の対立」（河野、Ⅱ本社会政党史一七○面）があったのである。安部ら十名は除名の極刑に反対し、本会議
を欠席した。かくて、この党内の対立は麻生ら主流が片山ら八名の除沿を強行し、安部、松木の離党が行われるに
至って、瓢炎上の分裂に発展した。被除名派十粕は、水労伽総川蜘派の文持をえて、勤労国民党を結成しようした
が、この池附会すら「人氏戦線巡勤に采ぜられる危険あり」として結社禁止の処分をうけたのである。
か
く
し
て
、
社
大
党
木
部
派
に
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、
す
で
に
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の
お
称
そ
の
も
の
が
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
外
形
す
ら
なげうとうとするのである。一九四○年五月九日の巾央執行委員会は「決議」の巾で次のようにのべた。
昨年度大会に於て党誓七則を定め、以て革新的の気川を育成すべき埜準を示したが、同じ精神を貫く時、党名、
マーク等旧き革嚢を脱ぎ捨てるべき必然性を浦感するものである。我党に対して万一誤解を抱くものありとすれ
ば此の外形以外の何ものでもない。しかし国内球新体制の樅進力たるべき我党としては絲毫の誤解と雌も之を一
掃すべく、微暇と雌も之を払拭しなければならぬ。
か
っ
て
、
戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
闘
う
こ
と
を
宜
葡
し
た
党
が
、
耶
部
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
攻
撃
に
あ
う
や
、
一
歩
一
歩
己
の
湊
をファシズムににせて退却してきた。いまや、ファシズムそのものになる以外に生きる逆を失ったのである。右の
決議はその簸後の姿を、何と卒祓に語っているではないか。解党大会は七月六日に行われた。次のような言粟を残
して。今日を以て社会大衆党は解かれたり、同志秤び社会大衆党と言ふ勿れ。
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以り論う-，そがと降、上ＥＭｉｉＭｉれ、い以のこの論州を社う上
、れ１１１１上璽ＩＦ端会｜言ｌで
社を題の変的氏水、会災はｌ１Ｉ１Ｌに主Ｙｆ司氏誠別題以あ土木ｉ,Ｍｉ
主１Ｗとがｉｉｉｊら幾主州
主にしあのわ政義訓「
鑑Ⅲ１てる無し党の変政ら、゜腿土の厄一
党力、こさ政の弱機以の（このら党がいが降りりすよ’この、｜ＡＩものさるう社も｜］木た社
のにな会っ水左ら会
ＩＩＬは人１N】て火なし比警ｋＭ圭促iili鼠lIii韮|ﾘ１り係義’１１１のし争範らのあ折題結てＩこのか困る郡を党しよ変に難い考鋭過求つ画
すが｝よとく１１，１つての
る伴盗、ざのた、過こう金凧らスと突１１A
と。ＩＲＩ部けキい然を
はし係、だヤつに｜ﾘ｝
でカユは特しソて超ら
きし、にてダもつか
限朧蕊：郷眺
でれ政将・あ゜のて
あら党枝まばででき
ろをにおたきははた
う迫とよこだそなが
・及つびれしのい、
すて右とたりり゜こ
ｆｉｉ$ili)墓:篝
なと（*て題休、はliL1iillWi:儂警堂
、れ係戦つあ軍、
獺;雛１１１Ｌあ1,1いは。風謹
「正道確立の胱商く」（『日本労農新剛』鋪一号）出発した日本労農党が一年後の大会では、すでに、「階級的大
衆的統一政党主義」に転換しなければならなかった理川については前橘で郡しくのべた。二駈会弥働研掬』第十四紗、
「川本労農党の成立」参照）日本労農党は階級的正道主義から、統一そのものを旗印とする政党へ転換したのであ
る。そして、党内には、統一をめぐって激論が闘わされていた。しかし、艇終的には「麻生諜記長が熟噸の結果求
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川
、
「
満
州
醐
変
」
以
前
の
社
会
民
主
主
義
－
１
ｎ
本
大
衆
党
の
消
燧
例
題
な
ど
Ｉ
八
■q ■
￣ﾏｰ=〒ﾃﾏｱｰﾏﾌﾟ
めたスタートは直接に大右翼結成の後陣を断つ農民党との合同であった。かくて農民党幹事長平野力三氏の提議に
応じて、響記侭は秘幣孤に内交渉を開始し、喬党を中心として、氏悲、農民、大衆党を含む一大政党樹立の協定を
なし、これを木部紳部に内示した。」（『Ⅱ労党は如何に闘ったか』ニニュ風）こうして党内の反対をおしきりながら、
一九二八年（昭３）十二月二十Ⅱ、日本労鵬党のぼか、川本魁氏党、無雌大衆党、九州氏懸党などが中心となっ
て、いわゆる七党合同、川本大衆党の加立大会が行なわれた。この結党過職をみても明らかなように、ｎ本大衆党
は、平野、麻生の秘密の交渉がこの創立の緒になったのであり、この両者の諒解のもとに、無産大衆党が加えられ
たのである。しかし、この党は、はじめから平野、麻生らの「醜行満」が噂され、峨闘が行なわれた。そして、わ
ず
か
一
ヶ
月
を
川
で
ず
し
て
、
「
醜
行
為
」
が
梁
燃
さ
れ
、
党
内
は
こ
の
川
越
を
め
ぐ
っ
て
、
分
裂
抗
争
の
渦
と
化
し
た
。
こ
れ
が
、
、
、
「清党運動」あるいは「消党事件」とよばれるものである。従来》」の問題についてふれた藩作はいくつかだされて
いるが、この事件を「内部綾班」あるいは「統制Ⅲ題」として扱い、主として党木部の決議、声明に依拠したもの
で
あ
っ
た
。
水
稲
で
は
、
術
征
執
行
委
、
会
報
絆
、
統
制
委
凹
会
の
側
係
者
よ
り
の
聴
取
誹
を
小
心
と
し
、
今
日
の
時
点
で
我
々
が
当
時の関係をよりあらためて行った聴取を参考として事実を明らかにしたい。
最初この本件をバク画したのは、商胤素之系の『やまと新聞』であった。Ⅱ木大衆党ｎであり『進め社』を経営
していた桶川征二も、合同祓後から「合同川越の奥にひそむ略影を柵むくく」努力していたといわれる。かくして
桶川は、一九二九年一月十九日、ｎ頭でこの問題の調森を党幹部に巾し入れ、ついで一月二十一日文響で叩し入れ
た。（この中入諜は『進め』社原稿川紙四枚にペソで轡いたものであり、保存されている。）この祓後、一Ⅱ二十三
ｎリーフレット『満党』を発行し、「消党運動の根拠を明かにし、日本大衆党党且諸君に撤す」として次の三つの
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Ｉ事実を明らかにした。
事
実
の
（
二
⑪平野、麻生の受取りし金銭は麹町区三番町十番地、湊屋事鈴木えっ方においてその他赤坂の待合にて数十回、
麻生久、柴尾与一郎、平野力三等その一味の芸妓をあげて豪遊せる事実明かなり。この事実は十二月一一十八日午
後九時参拾分、一味の一人柴尾与一郎が進め社本部にて吾人を訪問し、分け前に就きて不満を感じゐると称し、
写真版の如き一証を認めたり。
一、金壱千円也
㈹昭和三年十月一一一日、旧日本農民党書記長平野力三及び旧日本労農皆金同記長麻生久相たづさへて田中首相邸に総
～
ノ
理大臣陸軍大将田中義一を訪問し、無産政党の合同によって浅原氏憲党代議士、水谷ｙ山木新党準備〈呑所属代議
士、亀井社会民衆党代議士、並びに河上日労党代議士をして、第五六議会において対支問題、張作森問題、地租
移譲問題に就て政府に合流すべき約束の下に、金一千円を受取り、翌十月四日平野力三は田中義一より金一万円
を受取り、尚、彼等は議会後約束を履行したる場合にあっては相当の金額の授受を約束したり。
（註１）か上る平野・麻生の陰謀あってこそ日本農民党対Ⅱ本労農党の合同の急蛎直下式に遂行せられたり。立党以来極右翼
の立場にありしⅢ本農民党が左翼なる無産大衆党をふくめての合同成立すれば、新党瀧倫会所属代議士山木、水谷の両代議
士を狸得し柵る凡込、叉値井代議士も社民党を脱し、合同党の傘下に来るとの予想を持ちたる為他。
（註２）政府に合流する事は、政府案に賛成するの意味に非ず。いやしくも、無産政党たる以上、表面的合流は為さるべきも
のにあらず、然し政府より金銭を得たる上は野党の立場にも賛成せずの言も合流の一也。無産政党は独自の立場にて適進す
のにあらず、然し政府より〈
との言も立派なる合流なり。
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可 、Ｉ
九月下旬、反動主義者耐副剰どの宅に麻生久が訪れ、日本労農党と建国会を近き将来合同せしむる旨暴言し、建
国会の綱領を認むるとの条件にて金一一一千円都合し呉れと懇願せる折柄、たまたま隣室に吉川守邦氏訪るるありて
一切は暴露せり。これ所謂無産政党史を汚辱する反動化事件の表現也。
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事実の（三）
九月下旬、反剥
あったぱ名也動昭つた木考がとを和
たと敏慮余の組三
事噂綱のを理織年
判さに」１招由せ九
lﾘ｜れｉｉｉｉ回いもり月せる会然て兄、上
りにしす、ら幸句、至そく幸れの、采れのきのた湖幸しり後事湖りとの
て。約を事・はｉｈ１１１ｉ《よ二約件然、へ
生つ回しをる明栃
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NIIli渥ゼ議了＄掌趣人をに式日名湖をを木十会銀せ￣
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し１１「１１M日五張し河
大河す麻刀ｌｌ１「’１１鉱
りのる４１；１１九弾業。受に久に児寺会
'1ｒ付至はて屋湖社
河をつ古売食のが
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生せ社業み階也所
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｝世めの式れお反設
悪た’''１会とい対置
のるに社懇て理せ
敵と麻附願麻１１，ん
にと４１；務へせ生のと
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あ十１１「締。、にる
ら）］河役吾河はや
ざ二よ］【人野発、
り「Ｉり足は密電麻
しはｌｉＭ尾事、所生
か午収鉱敢１１１を久
ｏｉｉｌさ業火所作等
十る所事輝るは
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で至依れ三敬運
亦実の（二）
金
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昭和三年拾月三日夕田中邸ニテ麻生、平野、田中ヨリ受収ル柴尾
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この間題が起ると、はじめ党木部側は代表が『進め社』を訪れ、「党内の問題として円満なる解決」（第五回常任中
央執行委倒会報小川）をはかろうとしたが、結局柵川派二の献椛的なリーフレットの撒布（十万枚といわれ為）によ
って、大きな問題に発展した。これに対し、猪俣津南雄の主宰する「労農新聞」はこれを大きくとりあげ、その紙
而をあげて消光述肋に作げた。こうして党内では、統制姿、会、執行委且会で消党問題を耶災無限とするⅢⅢ本労
農党、旧日本農民党系と、責任を追及しようとする旧無産大寒元および九州民憲党系に分れ、はげしく抗争した。
その絲染統制委口会では三対二、執行委且会では後者のグループが辞圧あるいは退席して、前荷のグループのみで
「事実無根」と稲田狂二の除名を決議して、ひとまずその幕を閉じたのであった。しかし、この消党問題は党内の
派
閥
抗
争
と
し
て
片
附
け
る
に
は
余
り
に
も
多
く
の
肌
脳
を
は
ら
ん
で
い
る
。
弁
護
士
で
あ
り
、
党
の
長
老
で
あ
っ
た
松
行
い
二
郎
は、二月十一日第九回常任委日会の当日、党木部会議室で次のように一一一ｍ明した。
此の間脳は川白です。金をとったということが明白です。私は弁謹士としての絲験上、此れだけの聴取課をみれ
ば、これが事実だといふことば伽単明瞭ですが、此の際これを公表することは、介同後求もない兇を動帰せしめ
ることになるから一一岡はない。……私も男です、幹名しなくともⅢ迷いありません。（『労農勅Ｗ』場外）
この松谷は、柵旧の除名を決定した中執の際の縦優であり、この澗党問題の起る以前に桶川の訪川をうけている。
（「桶川氏の陳述」より）つまり、この問題については、早くから熟知しており、一応問題の圏外にあったものであ
る。だから彼の弁護士としての感想は州当大きなウェイトをしめると思われる。鈴木茂三郎は、『ある社会主義者
の半生』の中に「錦旗閲越のような事実（前後の関係よりして消光問題をさす。筆者註）が当時あったか、なかっ
たかということは、あれから二十八年の歳月の総過した今Ⅱにおいて明らかである」っ八八頁）とのべている。微
Ｌ｜,０，
０，●
‐/;：０
２二一一一一一一二二
｡
■Iｺﾞロ
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上、
￣アマデ
ー｡．、
弓〒￣－戸＝￣
一九二八年（昭３）の節一回杵選の結果政友会は二一九名で野党氏政党は一一一七名（そのほか敵新党四、災業同
志会Ⅲ、巾立一）であった。したがって政友会は議会巡営に苦慮し、無産派八名を全休として、少くとも中立の立
場におかなければならなかった。しかも川中内棚は三・一五、川・一』ハとあいついで共瀧党を州肥し、淌安維持法
１
１
１
１
１
１
１
を改施』し、特高を彼世した。対外的には、節二次節三次山東出兵を強行し、済南事件、娘作撚燃死事件をあいつい
で起していった。こうした惜勢の巾で、共産党は合法無産政党の限界を脂摘し、非合法活動を強化していった。日
本大衆党が結成されたのは、この年の十二川のことであった。だから政府としても無産論政党の頭部である議員を
問収することは、ぜひとも行ないたいところであった。一方無産政党の側は、労組も党も弱体化し、その運営の劉
川
に
嚇
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
妙な記述であるが、われわれが行った当時の関係者からの聴取響とあわせて考えれば、肯定的であることは明らか
である。
そこで、この問題の意義を深くさぐるために個々の事実についてやや詳しくみていこう。
紬Ⅲ労党文部代爽衿会醜Ｑ九１七、十月十一Ⅱ’十二Ⅱ）で麻生は次のようにのぺている。詞、党の指導梢神が正しくと
も財政のために亡びるかも知れない。乖刻は他党の内状を洲准熱燃し、対蛎を立てることによって、やがて他党の分裂が起
ると思う。そして合同すべき時機があると思う。」
こうした桁勢の巾で、躯と接触の深かった荊鯏訂、ヨ等が活躍することは十分ありうることであった・状況証拠は
かなり豊耐であるといわなければならない。ところで『節五回術征執行委瓜会報化川（抄）』によれば平野は、金の
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授受については否定しているが、雛轡厩で麻生、川名、棚橘、三宅等と合川Ⅲ題を論じたこと、当時耶巍襲診議櫛であ
った字垣一成と農民党結成のことで一一一何程会ったことなどをみとめている。『宇垣Ⅱ記』（昭和三年四月二十日）に
よれば、
あう!'：とれう当
然ｌ１Ｉｌる１Ｗといる。時調収ろ現昨、、か役こわ。字、しめ今世今
響震〉て＃亀鰄鯛ザ＃屋：WiW
llll行Ⅶご“''１欠維iiW1侭
のってよの、れと川屯至ｌ[’てて
方たいう事１A｝わのは近難が企若
がのるに件粉れＩＮＩと時な塵のぎ
非はがなを桁が係も其る燗臓回
附－，つ禰系行はにのくし起士
にｌｎ１柴たｐ１かつ必、無感き、をを
様だ尾。にらたず産を意、今熱以めけは柵パｔ関し政深几一望て
たで、’１１ク（リル係も党くを層し日
のす麻は画き者よのしｉｌｌｉ国あ任
でか生‐しかかく幹隅し氏るし
、。と’’１１たけらは部り脳多かて
そも）巡柴がのなとたき数の居
の会一尾あ｝[＃か楼りたのＩｉｉる高つの与つ坂つ触しり覚なが
士て’'’一たにたが所し解る如
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宇
垣
、
商
脇
等
と
の
関
係
‐
『那笑の二』について麻生の陳述をみよう。
問、あの錦旗問題といはれてゐることはどういふことか御聞かせ下さい。
群、錦旗問題とはどういふことか分らないが、吾だが蒋迦かういふこと。｛
社会凪主主義と蹴郡・ファシズム
吾だが蒋迦かういふこと・を話し合ったからであらう。四五
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卯刈凸叺鍼耶を話し合司だ、Ｕ醐剖。山川対（均）でもそんな卵を紺したことがある。○○とプルジ副γと
は果して結合し得るものであるかどうかを僕等は論議したことがある。といふやうな問題は将来もまた、真
面目に革命をやらうと恩ふ者に起ってくる問題だと忠ふ。私は今でもこの問題を真而側に券へてゐる。
川
、
あ
な
た
と
高
舟
と
の
関
係
は
ど
う
い
ふ
も
の
で
す
か
？
答、満舟湫とは汁からの知合で、大正九年社会主瀧川川を細細する際には、私は満舟利にも入って武った位であ
る。私は古い社会主義者を聴敬する態度からこれまで交際をつづけてきた。
問、建国会との合同といふことは企てられたのですか？
群、難国会と一紺になるといふことは虚一一両である。建剛会とは、私は絶えず闘争してきてゐるのだ。
そして、麻生は、錦旗の剛皿については具体的にやろうとしたことはない、両脇に寄附を頼みにいったことはある
が、字腫との関係で五千円というようなことは全然知らないとのべていた。では、この錦旗問題とは何か。緒俣
、（津南雄）の『陳述』は次のようにのべている。
十凡の二十日か二十一ｎ頃、僕が椛油洲の家に行った序でに、橘油沿と一締に川所沿を訪れた。橋洲斌が先に帰
ってから、・一時間余り話をしたが、その時、田所君は、僕に、『麻生が日労党を皇室中心主義乃至は国粋主維の
綱繊をもたせる運動をやってゐる。そして彼は昭和三年度の日労党大会にこの綱領の通過を図ることに努力し、
成功すれば数十万円の金が供給されると称して、日労党内の同志を説きつつある』ということを語り、その綱緬
のやうに、
行ふには、，
社
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’
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丁っに、かう右淑化、右翼化では困る。かういふ現状を打開し、Ⅱ木のやうな特殊な囚で戒に革命迦勅を
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さらに吉川守邦の『陳述筐をみよう。
十
月
の
終
り
か
十
一
月
の
始
め
頃
、
私
は
高
畠
氏
宅
に
病
気
兄
舞
に
行
っ
た
。
二
階
の
一
悉
奥
の
間
に
皿
さ
れ
た
。
二
人
で
痂
気
の
話
を
し
て
ゐ
る
と
、
細
釉
が
『
や
ま
と
』
の
松
下
が
耐
会
に
き
た
と
取
次
い
だ
。
そ
れ
以
前
に
私
は
『
や
ま
と
』
の
経
営
は
商
品
が
や
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
き
い
て
ゐ
た
。
そ
こ
で
高
畠
に
『
松
下
が
金
を
俄
り
に
来
た
の
か
？
』
と
問
ふ
と
、
『
松
下
ば
か
り
で
な
く
麻
生も来たぜ』と彼は答へた。『一寸見当違いではないか？』と私は訴いた。『勿論見当違いだ。併し今世の中は総
て
見
当
迷
い
で
は
な
い
か
？
』
と
彼
は
い
っ
た
。
『
い
く
ら
借
り
に
来
た
か
？
』
と
私
は
尋
ね
た
。
『
五
千
円
ば
か
り
と
い
っ
て
ゐ
た』『科は従す気か？断り給へ。』彼は笑いながら育った。『それは貸しても良いのだ、三千円ばかり貸す心算
で郷合してある．」「可笑しいじゃないか？』『すべて可笑しいのだ．麻生ほかう一一翻ってゐた．ｌ襄主帳なん
て
い
ふ
と
と
賎
川
謹
が
や
っ
て
ゐ
た
時
の
こ
と
で
、
含
臓
何
如
に
そ
の
川
を
維
持
す
る
か
が
棚
越
だ
．
ｌ
ど
う
だ
い
そ
う
い
うことをいってゐおぜ。反肋川休よりも片シカの力が砺什になって来た。』それから商舟はか』フいふことも話し
霞
し
た
．
’
『
噸
生
は
僕
の
所
へ
来
ゑ
川
に
ｈ
鵬
卿
の
所
へ
行
っ
た
ら
し
い
、
（
そ
の
嶮
萱
脳
漿
を
挟
ん
で
『
有
蛎
は
企
があるか』といふと『無くたって蔓があるサ』と彼はいった）、僕の所へ来るまでに可成り力点を当ったらしい
社
会
比
主
主
義
と
脳
部
・
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iiリ|塩峻是
行をなかた
し肋｜まつ・
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ゐたの巡し
てｉＭｉ－ｍｉ〃て
、１１旗一や
そ、か又こ
れまつはれ
をたぎ再は
きは巡1111（最
い数ｉｌｉＤかも
て１１【－つ秘
ゐ前にぎ密
るにｌＨ１ｊｉｌｉな
。鎌し勅も
うf「て￣の
の（まとで
ＩｌＩｉｉｉｉいあ
’111鶯衾
を}よ葉ら
肋あでと
れる日い
、が労つ
ｌｉｉ１、党て
槻浅幹Ｕｌ［
の沼部ぐ
通沿級に
動、の臆
のＸ|；人し
ありi〔とた
るイj「の。
こ力、’''１１１１
とらに所
をもはスＩ
ｉｉ６き評は
しい判右
てたにの
ゐ・な麻
・る更つ生
。にての
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ところで、麻生が後に公然と一一両川した「耶部と無脈階級の結合による」「社会主義畝命」の柵恕は、結局は「川
家社会主縫」であった、その場合「天皇〈凹氏ノ総代表クリ、川家ノ根柱」（北一脚、ｎ本改造法案大綱）たるべ
きものであった。川本ファシストの理論的な柱ともいわれる北一脚も『凹休論及び純正社会主義』を耕した「瓜家
社会主銭者」であった。大川川明とともに猫存社を被立し、ファシズムの組織的巡肋がⅢ妬される。ここから大川
刑川を総務委貝長とし満川竜太郎、安岡正鮒、西田税、松延繁次らをメンバーとする行地社が生れる。そして、す
社
会
比
主
主
義
と
派
部
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
四
八
のだ。僕のとこのも彼の力から極秘に頼むといってゐた。だから僕は彼を信じて極秘にしてゐた。ところが新聞
イル
記者が一一、一一一回来て、『麻生さんが○のことで来たでせう』と聴くのだ。そこで『お前は良く知ってるな』とい
ふ
と
記
満
は
『
あ
な
た
の
所
ば
か
り
で
は
な
い
。
打
鳩
さ
ん
の
他
へ
も
随
分
歩
い
て
ゐ
る
』
と
群
へ
た
。
本
人
も
さ
う
い
っ
て
ゐ
る
のだ。そこで僕も瓶にさわった。自分の力から棚秘に頼むといっておきながらｎ分から囎舌り散らずなら、俺の
力も述噸なく喋舌る。それで僕は、淵に面舵をもって今の話をばらすんだ』と……
そして吉川は、高舟の財産問題で貸惜裟班のため耐白川夫人が来訪した際、一一一千円は宇垣から川ていることを知った
とのべている。以上のの記述は『淋突三』が記している「たまたま隣宝に吉川守邦氏訪るるありて一切は曝露せ
り。」とは事実が机述するが、高畠の作為、挑発というよりは、真実を感じさせる所が多い。しかも、麻生自身、
高
畠
と
の
交
友
を
み
と
め
、
天
皇
の
も
と
に
集
り
、
封
建
勢
力
と
結
ん
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
打
倒
す
る
準
命
の
榊
想
を
語
っ
て
い
る。この考え方は、五・一五難件以後、麻生の公然たるⅢ論となったのである。だから錦旗問題についても否定す
ることはむしろ川難である。そしてこれとの側辿で、商傲、宇垣、有馬らとの撲近と盗金の調達は当然碓理され
る。
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そして、大川川Ⅲ、商刷索之らはさかんに無産政党の幹部に動きかけていた。無産政党の粉部が、いわゆる放新将
校と直接会うようになるのは満州事変前後からである。もっとも平野らはすでに当時「革新将校」の中心的存在で
あった宇垣とあっていたことはすでにのべた。服部の「雄新将校」のグループには、昭和三年十一月につくられた壮
社会民主主義と躯部・ファシズム
四
九
画
び学共（ル｜飲な大一hi蓬他Ｗ几珸lii苑、莱時に左、の新ｉｉｌｆにＩＩｉ左塊八よ
分部苦内翼思年【Ｚ鼎撚li1i蝋総菜Ｑの学、砧を懐わへ述校紡ど宜打がて絡に局大伝が国いを拓当部す壮一上る生き１MＦ分る丁下《
ぜ、１６はことを
し大ｉｌｌｌ左とし風
め）|｜に塊をてB1R
た）１１於Ａｕ極＃くし
41「１ﾘ’て想度ノル、
及、左のにに流
びｉｉＭｉ翼本恐ｉｉｌｔ行
ilI川腿（’'１くれ隊を
部屯恕をた内極
全太に知゜部め
股郎対りにた
}こを枕、入デ
｢Ｉしし之るモ
オ滝て論をにク
ニ12教戦九韮ラ
雄埴に１１Ｍつシ
ハ1Ａよ当した１
紅｛りつ、。恩
をｌ｣て論１１１想
扶木)ｉｉｉ破野は
｜in主たす）両）引
し瀧［１る｝よ統
大を木丈左い
点講主の塊て
に液義］H１ＩＭ社
於せ肴論想会
てしを】iｆを主
沈め陸イＴ抱義
'１たｊｌｘし似、す。±てし共）
ベと'1丁ゐ大産
きの学な者主
:鱒‘ｉｉ
つ及大でｉＩＩと
でに「科学的日本土鑑」を主張し、悔意と社会迩釛の接近を主張せんとしていた（覇阿潅の特殊の心皿と民衆巡動』『改
造』一九二六年十月渉）赤松は大川と接近し、日本社会主義研究所を設立し、国家社会主義を主張した。高畠は早く
から、国家主茂と社会主義との結合をとき、大正七年には大衆社を創立し、以後活動をつづけていた。このほか日
本のファシスト巡動の中では、安岡正鰯の金難学院、椛藤成卿の自治学会などが大きな役割を果していた。このよ
うな民間右翼と軍部との相互惨透が次第に強まってくる。『右淑思想犯罪甑件の綜合的研究』（『現代史資料』４三二
た。 は次のようにのべている。
]で
社
会
民
主
主
義
と
加
部
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
五
○
年将校グループともいうべき『一夕会』、（これには昇田鉄山、東条英機、板垣柾四郎、石原莞爾などがいた。）昭
和五年九月につくられ、三月酬件、十月珈件の主導力となった『桜会』があった。栃木欣五郎巾‐佐を中心とし、参
謀本部、陸軍省など、陸大出身将校よりなっていた。これらの将校の一部と社会民衆党の赤松克謄、亀井賞一郎、
川
本
労
農
党
の
麻
生
久
ら
と
の
会
几
を
あ
っ
せ
ん
し
た
の
は
行
地
社
の
大
川
川
Ⅱ
、
労
例
部
長
松
延
緊
次
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
『粛軍に関する意見響この「所謂十月事件二間スル手記」（通称「田中少佐の手記」）によれば無産政党との関係は
次の通りである。
し似と
1lilノか遂、察あ大
ｆｌりに此「Iりり川
1M“蕊薦黙Ｍき、計のと産lwi
は又画もし三士
全当のと、派は
くＨｆ川で労述無
ijl;巽iiiliiMII倉蕊１Ｗ産無将案内へ
夢派産が上閣主
IHI「'’三談程糾と
に堅派場のり1Ｍし
過た聯に，１大て
ぎり介入、iii〔大
ざしのり八税衆
る大内総力会党を衆棚辞よを－
１ﾘ’党攻職り’’約
に首架を識比一
せ麻の辺会谷刀
り生ｉｉｊｉるにＩこ人
；久説計向於を
！と会ｉｌ１ｉって勅
へ会はでて｜)'’１，'『Ｉ且’}'１あデ，,,｛しｆＨせかつモし、
１１“ｆ”＃央大、こ、,こを;(lllili洲'１菱Ｈ１ﾘ１兆災はてし￣と」［際識デて
の脱に会モ参’''１模はをを力１１
にの、保行す
述小護いる
絡気す、こ
極勢ること
めのとれに
て不しを決
薄振て木た
く等、｜ｉｆ
、は之的
一鷲を決
万<包行
人ぱｌｌｌｌの
肋ともなれり。ｓ洩代史資
また三月事件の計測中には、
桜会の急進派は躯部外に同志を求めんとし、社会民衆党、大衆党の幹部と凪点会合し、意見を交換せり、此結采
彼
の
無
産
党
は
耶
部
少
壮
将
校
の
の
一
般
意
測
を
川
か
に
し
、
耶
部
が
決
し
て
強
本
家
の
手
先
に
非
ら
ざ
る
こ
と
を
認
微
す
る
の
一
助ともなれり。（『洩代史資料４』六五二頁）
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以上の口中少佐手記は、すでに桜会内部の将校と杜氏、大衆両党幹部との会合があり、三月事件の計画では、主と
して全囚大衆党が一万人動員を行うことになっていたこと、そして、麻生と川巾少佐の会凡もなされていたことを
明らかにしている。しかし「満州事変」の後、全国労農大衆党が帝国主義戦争反対を唱えている段階では、麻生ら
は公然と軍部Ｐファシストを支持することはできなかった。彼らが公然と会うようになったのは『麻生久伝』の指
摘する通り、『陸砿．ハンフレット』以降であったのであろう。一方、赤松らは回家社会主銭新党を樹立し、杭極的
に淌蒙における氷部の行動を支持していた。
以上で明らかにしたように、軍部・ファシストと殉無産政党緋部との接触がはげしくなるのは、満州耶変以後の
ことであるが、消光川越にあらわれたように、すでにそれ以前から商風ら民間右翼、牢垣ら血部首脳と辮接な関係
にあったのであり、すでに「買収」されていた形跡すら濃厚である。
「反溢水主義」のスローガン枠
た。麻生もよくこれを口にした。
るのである。では酬実はどうか。
川の『陳述』は次の通りである。
九月二十一日頃と恩ふ。麻生から解放社を通じて私に電話がかかって来た。そこで私は麻生、河野、田所の三君
と丸凡厘食雌の二階で一円位の食瓢をした。その会合は仲厄りとかいふものではなかった。その九兄屋で、話の
途中、麻生は『何とも金がなくて川る。何とかして企をとる方法はないか？』とやりだした。その時幸の湖珈件
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のスローガンは、すでに天皇制砿部との剛いを放棄した社会比兆主義者の愛川するところであつ
れを口にした。しかし、事突の（三）は、彼が術》畝古川鉱業とも闘わなくなったことを示してい
事実はどうか。河野も麻生も銀座丸几腿食堂で桶川と飯をくったことをみとめている。さらに福
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がⅢ犬。麻生は私に『古河へ行って五万円とってきてくれぬか？』といった。河野、川所も口を加えてこれに和
したｂこれが事実だといふことは一一十一日河野、三輪、鈴木の一一一酒が私の所へ来た時、私がこの点を河野君に詰
問すると河野君は顔を赤くして、『それは冗談にいったのですよ』と逃げてゐるのを凡ても明かだ。
そして柵川は麻生久の肛系といわれた平野学とともに古河の受付を調べたところ、「麻生さんはおいでになった」
といわれ、平野は航色を変えたという。（『進め』ザ外「澗党〃」）また麻生も口ら、古河鉱業の佐左木と幸の湖問題
で会ったことを認めている。金銭問題の決め手はないが、幸の湖糾州滅説会は中止されているのであり、麻生が金
銭川越のみを否定するのは困難のように思われる。
当時、卵の機帝澱は机当巨額のものであり、ファシズムへの傾斜が強まるにつれて、政界、財界にも微極的に民
間の右翼団体、軍部ファシストを寺痔する者があらわれた。森格、安達謙蔵、久原房之助、徳川養親らは代表的な
ものであり、後の二・二六本件で明らかになったところによれば「三井、三菱を姑め、住友共の他の大小財閥は何
れ永幡報澱と称して、多額の千附搬を碓愉し、多価の怖報を間収していた。一一一非の如きは月額十五万Ｎ概度の怖報
澱を打し、共巾から北此他の賀収搬に充当していた」（『化一姉』川巾惣兀郎、三七八一瓜）、といわれる。だから、三月
事件、十月事件ないしは「満州事変」の陰謀にも、机当の卵の機密費と政財界からの資金が流され、彼らの待合で
の豪遊は、燕轆御校の日をひそましめ、反感すら買う所があった。こうした情勢の巾で、賛金難に喘いでいた無産
政党幹部が、彼らからの資金を倣接、間接にうけとることは十分考えられる所である。いずれにしても、天皇、・
箙、右翼とたたかわずして、「反資本主義」を貫くことはできないことであった。
以上、淌州珈変前の社会氏主主葬収党の状況についてのべてきたが、この泊党Ⅲ題が捉起した三つの那爽、すな
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日本大衆党はその創立宣言の中で「真に大衆の要望するものは全無産政党の合同であり単一無産政党の樹立であ
る」が「これが実現の具体的な第一歩として」「可能な範囲の合同」をするものであることをのべていた。日本大
衆
党
の
出
雲
『
鬘
』
の
馴
刊
以
来
「
驚
窯
一
戦
線
へ
ｌ
鑿
蔓
高
諭
の
根
拠
」
を
主
張
し
て
き
た
労
農
派
を
袋
する山川理論の勝利であるかのようにみえた。そして創立直後山川は次のようにのべていた。
現在、プロレタリアの階級的任務にとって不可欠の条件は反ブルジョア的勢力の全要素をブルジョアジーの政治
勢力から切離して、独立の単一戦線に結合することである。党内左派の任務は、この単一無産政党に成長し得る
性蜘を左翼主義または右翼主義政党に変賀させようとする企てから、擁波することでなければならぬ。
大衆党は必然にいろいろな要素をふくみ、数Ｍ体の合同組織である事実は、分裂や分解の作川がおこる機会の多
いことを意味する、左派はか』フいふ作川を防止し、さらに全政党の合同を促進するために、全団体の川の左翼分
子と緊密に協力すべきである。合同の災質的完成（文部の合同、民主的統制の確立、その他）もまた左派の任務
でなければならぬ、左派は左派なるが故に、大衆を支配する当然の権利があるのではない。左派の標語は機関の
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わち、政友会総裁である瓜巾義一行相、軍事参議官であり、すでに「革新将校」の注目をあつめていた宇垣一成、
「国家社会主義者」商畠素之、古川鉱業麺役佐々木敏綱らと平野、麻生らの接触は、ｎ本の無瀧政党が、その賦部
はすでに天皇制支配体制と闘いえないことを示していた。特に、天皇制恥部、砿部内ファシスト将校剛とクーデタ
ー計画の一塊をになうまでに至っていたことは、彼らがその「社会主義」の主観的意図の如何をとわず、軍部・フ
ァシズムに屈服していたことを示しているのである。
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占領ではなく大衆の信耕でなければならぬ。（『Ⅱ本大衆党の成立とその任務』『労農』一九二九年二月）
このように山川にあってはⅡ本火難鬼は、「反プルジ調アの独立の雌一戦線」への節‐一歩と秒えられていた。しか
もそれは第一歩にして早くも挫折したのである。山川は「あのとき私は、猪俣君から手紙をもらったので、すぐ返
事を川しました。君は福田狂二という男を知らないだろうか、どんないいことにしる福田と一しょにやることは絶
対にいけない」（『山川均向伝』川三九画）とし、消党遮仙を抑えようとしたのだが、洲態は分裂にまで発展した。山
川は『労艇』脱退の決意をし、声川諜を発表した。この当時を回想して山川は
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る
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て
い
たような共同戦線的な単一政党の実現はほとんど望みがない、私はこんなふうに感じました。（同書四三九頁）
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『
労
農』は、三○年一一一月更生節一号を出し、巻頭に「全無産政党の合同へ！」（青山健Ⅱ伊藤好道）をかかげた。その
頃山川はふたたび「協同戦線党諭」の怖熱をよびさましたのである。
ところで、山川は、「七党合同までは成功したのですが、脚正遮動で失敗した」（川謝、四三九面）と考え、荒川寒
村も弓労農』理論の妥当性が、七党合同によって立証された半面、同人みずからその主張の空念仏に過ぎなかっ
たことを暴露し」（寒村自伝、四八九頁）たとし、消党迩肋を「観念的左翼主義」の鰈収と考えている。堺にしても
同様であった。当時鈴木茂三郎に対して次のようにのべた。「錦旗問題に対する胸党のやり方が行き過ぎであった
でＶ・「 芹ノア~7〒、■９'=hアーハ澱〒’Ｗ 》皿之
限界が示されているのである。
ととは自分もかねがね心配をしながら己むなくここまできたものの、僕としても斯うなれば丸坊主になって失敗を
倣いたい気持である。」（『ある社会主義の半生』一八八頁）。つまり、消党迩助はやりすぎであると考え、この自己批
判からふたたび共同戦線党の計画を開始しようとしたのである。しかし、「共同戦線党論」そのものの杯検討は行
われなかったのである。当時の一論文は次のように折柄していた。
今回の彼等醜悪幹部の金銭取引問題は、只叩に支配階級に一時的に党を売ると云ふ問題の外に、更に獄極的に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ファシズムへの転向への意識的穣極的述肋の表現である。…・・・彼の×旗党問題の連続である。」（『進め』珍外、川
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と考えることができるであろうか。ここには』惟刀規定における天皇制の理解の不十分さとともに、共同戦線党論の
主として、「満州事変」に対する合法無産政党の対応と、その後の軍部・ファシズムへの屈服の過紐をえがきな
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（融）関係打の一人は「山川が中間派を誤って評価していたのは、田所（水剛会川身）ヘの期待があったからではないか」と
のべている。
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るので、ここでは水稲の中からの一応の結論を示しておこう。たしかに社会民主主義を全休として社会ファシズム
に転化したと考えるのは誤りである。「満州事変」以降、労農派の果した一定のハドメ的役割、合法無産政党下部
、
、
、
、
、
大衆の反ファシズムのうごきを考えなければならない。しかし、だから社会ファシズム論が全休として誤っていた
とするのも正しくはない。むしろ改良主義、社会民主主義が、支配屑のファッショ化に応じて、その社会的難礎に、
転化していく危険について、強く替告しなければならなかった。もし、このような視点があったならば、日本大衆
党から社会大衆党に至る「協同戦線党」への過喚な期待は生れなかったのではあるまいか。改良主義と社会ファシ
ズムはいぜんとして金融資本のうみだす双生児である。そして、下からの強い統一戦線の文柱があったときに、そ
の一部は統一戦線に参加し、他の一部は社会ファシズムに転落するのである。日本の場合大部分が後者であった。
ここに日本現代史が悲劇的運命を辿る一つの要因があった。
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党や労組をファシズムに転換させるにあたって、必ず巧妙な論理を案出する。たとえば赤松は、「転向ではなくて
発腿」といい、「国家の統制機能を重視し」、「その民衆的実現を期する」といった。麻生、田所らは「運動方針」
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
方
向
へ
ね
じ
ま
げ
る
際
に
「
解
釈
確
定
銃
ご
と
称
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
な
し
く
ず
し
の
反
動
化
」
が
、
結
局
は
公然たる変質に発展したのである。しかし、社会民主主義政党の場合、この幹部と大衆との一種の亀裂は、不可避
的なものであろう。
木稲は、テーマ「わが国労農通勤における社会民主主義の研究」昭和三十八年度文部欄科学研究澱（総合研究）
また、村山重忠教授、大島満教授、田沼雛助教授、二村一夫諭師の共同研究者からは多大の教示をうけた。盗料
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